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憲
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↓
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↓
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見
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範
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に
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定
し
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司
令
↑
片
付
4
7
、

完
投
部
は

F
L

一

／
権
利
一
一
シ
ァ
、
使
々
ノ
説
明
利
ノ
集
合
一
非
ズ
ー
と
ポ
之
、
斗
山
r札
閣
は
本
来
包
括
的
な

主
的
措
ハ
包
括
的
サ
ル
苧

中
一
的
権
利
と
し
て

μ在
し
、
伺
々
の
？
一
由
怖
は
す
て
こ
か
ら
派
ペ
ヲ
ξ
も
乃
で
ム
わ
る
か
ら
、
制
浪
列
v
小
説
一
八
市
者
が
指
＋
品
川
λqJYω

」
～
つ
に
あ

二
，
甲
山
列
記
や
け
門
出
詳
の
み
、

ν霊
法
い
の
！
一
巾
椛
で
お
る
と
い
戸
つ

f
と
は
決
し
て
な
い
と
指
摘
し
心
－
具
体
的
に
は
、

第
ご
市
に
列
v
h
J
さ

九
一
七
も
の
以
外
へ
や
命
身
仏
の
｝
一
問
、
川
吋
休
心
総
雨
乞
侵
き
れ
ば
い
J

ト
由
、
叫
帆
斗
京
選
択
の
店
出
、
伝
染
心
じ
由
、
枯
州
酬
の
戸
山
、
山
円
六

約
の
円
山
、
学
問
教
青
心
t
H
H、
M
A青
の
白
庄
、
飲
食
の
内
山
内
、
交
際
、
り
白
由
令
什
山
内
桧
に
今
ー
ま
れ
る
と
し
、
リ
か
の
従
凶
は
明
治
車
、
法

起
院
に
め
た
っ

I
校
説
に
主
れ
た
R
V
志
ぷ
凶
の
査
が
と
比
べ

C
も
巡
恒
な
い
も
の
で
あ
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す
る
に
、
美
浪
部
は
、
第
一
卒

｛J

洲
一
小
一
列
挙
説
）
）

古
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」
し
っ
、
従
え
4
7
、
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
明
治
年
代
の
代
表
的
な
ま
事
法
学
者
で
あ
る
椋
戸
前
八
点
も
、
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

h
パ
ハ
、
王
権
一
一
服
従
ス
ル
ガ
？
政
一
三
下
権
ノ
似
花
コ
ノ
事
ク
ル

明
治
一
回
’
い
か
ら
一

4
午
に
か
り
ず
閉
経
さ
れ
L

九
日
談
話
一
一
町
会
に
お
い
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ガ
氏
－
権
利
ヲ
も
ン
臼
臼
守
主
？
ヘ
ル
ノ
↑
一
コ
ソ
ス
ル
c

印
チ
服
従
い
な
校
本
ト
J
Y
一
ノ
ソ
レ
hvF
プ
ン
一
一
十
梓
ノ
保
一
み
勾

又
権
利
J

A

ズ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
戸
決

7
ハ
ゃ
い
何
々
レ
正
実
ノ
性
J
R
ト
ン
ヰ
絶
け
川
以
一
版
従
え
ル
ト
一
口
フ
コ
ト
ハ
少
、
γ
モ
巨
対
ノ
体

一九防
1
J

は
版
文
」
〉
一
述
ペ
、
人
民
は
＋
椛
告
で
あ
る
｝
人

利
ノ
丙
ー
キ
コ
ト
J

斗
回
ノ
重
ト
コ
ト
ノ
飢
念
－
む
批
判
ハ
ヒ
ヌ
ノ
早
ゴ
サ

f
マ
ス

エ

にリ刊
1

）
て
絶
対
的
に
服
従
す
る
ム
ヤ
氏
で
あ
る
が
ぶ
え
に
保
護
さ
れ
、
ま
た
権
利
を
う
え
ら
れ
る
と
い
う
訂
作
刊
を
会

く
J
d
u
k

一
ば
い
！
人
以
注
射
」
／
一
波
野
L
て
い
る
u

一
刀
、
例
子
列
挙
説
を
哨
え
、
？
一
市
川
協
唱
を
第
二
ず
列
挙
の
も
の
に
限
定
し
な
い
、
士
渋
郊
は
、
判
山
川
限
列
挙
一
説
に
お
日
る

五
氏
」

ず
る
一
抗
馬
と
し
て
の
－
寸
山
i

と
い
う
さ
え
ん
を
斥
け
f
八
ハ
ー
今
日
に
1

於
い
て
も
肝
語
義
務
卒
烹
の
出
、
銀
が
尚
日
日
目
り
強
く
行
は
れ
て

f
り
ま
l
亡
、
一
み
も
す
、
れ
は
事
長
以
絶
対
に
斉
家
に
寂
従
す
る
の
義
務
が
あ
る
2
Fで
士
、
と
を
印
す
者
が
右
打
主
計
J

け
れ
ど
も
、

以
1
凡
さ
G
誤
ち
で
ψ

お
り
ま
h
T
c

絶
対
の
以
従
は
奴
誌
で
ゐ
る
「
im
同
点
は
原

15
t
tて、

杭
以
と
し
て
哩
併
す
る
従
来

の
店
内
惚
一
乞
、

z

ヘベ
jhγ

二
奴
隷
俊
一
ず
る
も
の
て
あ
る
と
F

杭
し
く
批
判
L
に
の
で
あ
る

T
h
で
は
、
美
濃
部
は
注
米
の
人
民
理
解
の
ど

と
に
問
題
合
同
心
川
し
た
の
伊
丹

戸
い
挨
え
れ
ば
、

人
「
え
を
奴
隷
慌
す
る
こ
と
が
白
身
の
叶
P
出
時
請
に
い
か
な
る
内
、
で
不
控
ん
は
立
あ
る
hl

ヨI!治＇leiょに1",ic＇的ノ予 11.＋義

美
血
持
リ
却
叫
憲
デ
山
川
J

が
何
を
向
践
と
し
、

ま
介
何
を
口
和
い
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
と
間
伐
的
に

と
戚
！
〕
た
の
で
あ
ろ
う
か
r

一
三
り
出
川
は
、

関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
明
ら
し
ゃ
に
す
る
た
め
の
エ
ア
k
g
h
J
り
と
hJ
て
白
川
田
博
の
従
凶
同
必
に
第

へ
9

乙
て
議
論
さ
れ
る
憲
法
ー
で
の
立
法
’
大
権
（
行
政
）
同
様
聞
の
権
限
配
分
J
酬
を
伊
る
二
と
に
す
る

斉
上
の
「
法
律
」
許
一
併
を
民

第

川

町

F

件
限
配
介
論

立
法
、
と
大
協
唱
の
議
限
配
分
一
一
川
は
、
家
、
本
一
郎
一
尖
渋
滞
達
古
－
4
4
d
想
史
的
研
ん
ん
「

九
z
ハ
同
年
）

に
代
去
、
予
れ
る
従
末
日

rEA部
ノ

士、j
~· 
」

ー命令

'' 
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"' 
注
I
げ
に
悶
ず
る
州
究

γ円
μ
い
て
目
。
卜
分
九
九
許
制
つ
げ
守
か
さ
れ
て
一
入
匂
か
っ
た
部
八
ん
で
ゐ
る
U

州
市
二
平
が
立
法
手
取
で
あ

λ
l
お
ふ
d
一戸品、つ
JrA山、

〉
1

J

b

l

t

る
こ
と
主
再
定
ず
る
美
濃
部
は
、
制
川
乙
ば
一
川
正
察
権
一
？
党
助
六
、
れ
て
同
章
列
挙
の
一
口
市
権
h
d
制
約
す
る
ぶ
の
桜
畑
山
形
式
に
、
議
会
制
定
法

-" 
訓 J

で
は
な
く
て
同
、
〕
く
法
規
で
あ
る
h
u
i
命
令

（
特
九
、
持
附
民i
パ
UV
紅
白
に
府
県
令
形
式
で
制
定
す
る
池
ト
刀
警
察
規
則
）
を
ー
え
ユ
川
め
る
し
ゃ

ヤ一の之，
w
場
は
法
治
仁
政
乙
才
后
」
二
匂
現
実

の
r
i
J

に
を
の
E
図
ず
る
も
の

部
憲
法
学
の
牛
貨
を
同
家
係
力
刀
制
限
に
見
仏

γ
家
、
水
の
f

員
削
記
研
究
で
は
、
単
一
な
る
辺
市
橋
点
以
杭
の
ま
ず
字
以
卜
に
は
一
計
怖
さ

h
Uむ
こ
こ
土
工
主
J

つ
同
一
ヨ

；円
J

i

－

Y

J

7

J

C

一
憲
法
第
二
平
え
条
ノ
規
定
ハ
む
第

ι条
ノ
見
定
一
対
ス
ル
限
れ
規
定
一
－
非
一
ブ
ズ
却
一
y

第
九
条
ノ
川
尻
山
止
ハ
筋
書
ノ
規
定
日
リ
古
強
キ
効
力
マ
有
ス
ル
コ
ノ
ヲ
ワ
、
走
レ
層
】
F
L
f

白
河
一
v
d
ト
異
ナ
ル
最
民
ノ
円
T
リ
t

こ
断
一
寸

し
て
い
る
さ
一
ろ
を
丸
る
〆
六
月
七
、
ユ
ゴ
え
仕
く
も
な
い
が
、
日
仰
に
美
濃
部
心
一
d

う
な
持
一
誌
で
は
人
、
民
の
権
利
ゴ
向
の
似
設
が
全
う
さ

札
な
い
と
の
市
村
光
山
ー
な
ど
か
ら
の
比
刊
に
対
寸
J

る
交
法
部
の
一
以
前
に
も
一
千
意
吉
弘
、
つ
べ
き
だ
ろ
う
乙

君
、
ン
ぶ
i
ノ
如
v
f

鮮
N

机ニ，
t
j
、九
M

〈
下
梓
ノ
範
図
ハ
見
積
ル
パ
ム
戸
川
い
一
シ
一
一
作
パ
ノ
円
い
！
一
ノ
川
町
在
吋
ノ
甚
ン
ク
津
一
回
ト
サ
ル
ノ
成
ア
ル
カ
知
ノ
ノ
卜

枇
で
方
一
於
一
ア
ハ
今
町
斗
n
ヲ以一
J

規
定
ン
rJ
ヘ
キ
純
日
汁
ハ
咋
警
が
一
必
要
J
J

ル
忠
史
ノ
、
、
汀
J

ラ
ル

N

U
つ
、
十
J

ハ
人
命
令
マ
山
一
ア

ノ
法
ロ
ソ
伎
ス
ァ
得
4

リル
F

制
限
ア
江
守
以
ソ
、
五
県
一
－
於
一
「
ハ
雲
村
命
令
枠
ノ
記
〆
困
ハ
決
、
ン
手
一
日
相
続
ス
九
カ
如
ク
一
？
仏
孔
十
ル
手
一
ノ

ス、

m
m
T
巨
疋
ノ
p

ロ
山
ノ
保
障
ノ
薄
弱
ト
ナ
ル
コ
T
ヲ
但
フ
ル
ヲ
市
L
引
ル
ナ
ソ

完
治
部
は
、
執
rR小
命
令
比
惜
の
位
同
は

「
法
律
の

ぷ
則
の
下
で
、
J

だ
い
に
絞
土
っ
て
い
く
と
は
九
州
べ
て
い
る
い
引
＼

ご
こ
か
、
い
つ
げ

法
・
人
権
一
同
権
附
の
権
限
寸
士
一
極
め
て
流
動
的
い
斜
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

y、
分古

と
第
一
章
を
条
文
構
成
l
一
一
刊
の
関
係
い
あ
る

と
同
一
同
な
し
、
議
会
棒
m
院
を
第
二
回
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、
第

壱

へ
凶
ハ
体
的
に
は
、
第
六
条
か
ら
第
ハ
条
〕
で
乏
め
ら
れ
た
ド
十
ヘ
ヰ

人
権
領
山
内

「
十
へ
持
主

mnJ

り
行
内d
は
絶
山
刊
に
許
JF
れ
日
い
〆
一
工
↓
依
1

）て、

判
読
の
権
限
削
分
を
排
他
的
に
捉
え
た
板
積
八
点

》／＼

の
一
一
抗
議
と
は
対
制
約
で
あ
る
と

J
v令
。
。
そ
L
て
、
、
J

へ
波
部
中
町
法
？
と
符
績
憲
法
学
日
γ

ン
イ
ナ
・
一
y
i
ぜ
で
あ
3

に
こ
と
や
緑
化
ん
す
会

美
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な
り
は
、
持

mm配
分
論
今
一
通
vν

亡
の
美
濃
部
の
犯
い
は
以

F
心
ょ
う
！
よ
も
の
だ
〉
ふ
と
推
測
さ
れ
る
つ

つ
走
り
、
談
会
権
限
を

1
H
一政律

の
留
保
L

が
設
立
さ
れ
z人
規
定
（
第
一

い山肌
P

心
す
る
と
と
と
も
い
、
議
会
に
工
り
一
作
品
J

で
き
＆
い
大
棒
泊
域

第
一
品

J
l
l
i
 

tλ
何
回
は
い

E
Cお
J

て
し
た
棺
蔭
に
村
、
ν
、
先
決
お
は
待
底
的
な
他
方
配
分
前
日
己
卜
U

一夜

ζ
～
ー
で
、
解
体
さ
れ
た
住
阪
配
分
乞
再
構
込
イ
る
に
あ

た
り
、
「
法
律
？
定
枚
以
則
を
人
バ
2

芯二
L
議
会
に
ち
一
〈
を
吸
収

5
せ
よ
う
と
し
コ
の
で
あ
る
守
｝
の
こ
乙
が
初
め
て
体
系
的
に
品

じ
つ
れ
三
の
は

法
パ
γ
議
会
雑
誌
」

卜
ト
ド
党
主
下
ノ
た
窓
法
卜
告
、
作
｝
ブ
必
京
ト
ス
ル
事
攻
ノ
科
目

明
治
問
。

二

L

J

J

二

J

f

l

ー？
ノ
｝

f

就一ア

『
逐
抗
体
憲
法
精
義
。

閉
店
直
九

t

で
↓
め
る
か
、
昭
和

（一

ι
レ
A

）
年
の

／

7
も
に
オ
パ
げ
Y4

に
な
る
と

の
主
張
？
も
－

tv鮮
明
に
♂
か
び
上
川
J
3
γ

く
る
U

そ
の
ー
た
め
、

や
や
民
文
で
は
あ
る
が
引
附

L
て
お
く
り

ヨI!治＇leiょに1",ic＇的ノ予 11.＋義

大
権
ζ

止
法
桂
f

の
悶
係
ご
日
い
て
ば
、
住
々
に
作
f

りL
T
枯
1

」一一
V

以
て
1
店
γ
r
の
問
刊
刊
に
す
L

る
よ
じ
の
と
し
、
与
い
に
川
で
の
限
界
を
店
て
杓

対
7

リ
し
、
制
使
寸
ニ
一
古
川
付
弘
、
A

ふもの
J

－J
i
y子一北九
2

行
ほ
れ
一
二
川
る
一
ノ
グ
れ
に
依
乙
こ
局
司
法
上
む

f
K
4
坑
ロ
ム
を
民
淳
一
体
を
以
v

に、一戸
J

ム
旬

汁
心
肘
丈
め
る
市
u
広
じ
、
ヲ
一
一
れ
は
1
人
枠
デ
以
て
は
IT
わ
る
一
L

二
〈
伴
な
い
も
の
て
の
る
L
r

日
時
に
一
々
に
は
、

I思
法
の
ム
へ
惟
明
治
引
は
弘
法

利
ri下
斗
ぜ
い
払
て
（
疋
む
る
こ
乙
主
宮
川
i
v
f

一
し
て
出
一
匂
？
仁
川
で
、
法
空
士
ね
て
は
之
A
P

宇「
J

る
こ
と
士
出
口
い
ひ
へ
し
て
え
る
こ
す
一
A
V

の
で
あ
る
許
L
、

此
の
い
一
は
、
そ
の
パ
山
何
？
刀
コ
ん
い
く
誤
つ

j
A
で
、
お
九
吉

K
の
摂
に
主
支
デ

A
J削
L
て
、
ソ
ハ
も
る
の
と
あ
一
h
J
r
Jん
は
わ
と
r
z
k
を
以
v

二
日
性
公

z
h

ム
丁
義
主
取
る
も
の
う

L
、
u
法
栓
げ
一
行
政
権
、
べ
作
）
〉
な
品
川
i

↓
対
控
の
梓
r

一
二
！
一
点
叫
れ
）
る
も
小
、
乙
序
し
て
同
る
の
で
あ
る
が
に
わ
令

長
J
M
此
仏
甚
1
7＼
山
れ
る
も
の
で
も
前
に
は
～
べ
－
一
糾
く
ニ
ω一
山
一
い
え
士
、
ね
ん
害
A
h
門町山
L
一
ー
さ
人
い
ふ
亘
同
町
の
↓
一
也
分
J
L

読
ん
イ
一
以
る
ー
も
の
で

は
な
ど
、

1
4
口
氏
推
も
広
U
V
H
U
昧
て
は
生
J

〆
／
人
主
の
た
惟
に
馬
三
唯
そ
れ
に
に
y
抗
ム
一
円
況
萱
ど
ん
枠
る
、
も
の
と
し
て
古
る
こ
と
に
～
↑

U

L

－リ人

伏
レ
邑
叫
刊
の
γ
八
怯
と

μ医
ぺ
芦
れ
て
］
R
L
心
で
あ
る
与
L
く
パ
パ
÷
心
人
梓
こ
し
て
行
は
る
、
J
J

一
心
、
出
て
、
設
へ
い
の
協
明
H
V」
松
戸
、
行
わ
る
、

も
の
じ
之
の
滋
賀
町
古
経
な
い
で
什
法
る
も
の
乙
？
下
、
汁
リ
独
J
V
D
権
力
一
－
1

て
相
対
止
す
る
い
の
こ
〆
一
は
ー
ニ
逆
に
社
い
て
在
り
得
べ
か

ら
き
る
こ

E
で
あ
る
）
叫
M
U
4

誌
に
於
い
て
刀
ド
ヘ
空
の
へ
枠
L

は、

λ
平
の
独
裁
楕
で
あ
っ
て
、
出
て
yr
、
心
七
雨
空
中
、
経
る
こ
JUρ
出
来
ぬ
L

い
ふ
と
リ

味
で
は
公
い
市
川
八
ド
ァ
ど
の
協
賛
b
y
一
位
て
之
を
ぺ
た
め
に
と
し
て
も
、
手
札
口
令
し
く
へ
旦
？
？
む
三
位
た
ま
ふ
と
ご
ろ
で
品
川
っ
て
、
攻
、
害
法
戸
、
以
討

す
る
も
り
－
、
ぷ

I
J
ど
に
は
か
μ

一
刊
で
あ
る
丘
コ
此
会
日
協
賛
ん
ふ
プ
よ
疋
め
，
れ
～
u
p
パ
刷
は
、
や
は
り
一
誠
へ
も
の
協
位
を
幹
八
三
れ
ば
之
主
変
更
す

る
こ
ご
が
出
来
2

す
い
の
か
～
当
快
心
威
川
ニ
ず
べ
き
ょ
の
と
あ
る
か
ら
、

1
払
六
権
、
w
行
品
川
山
j
W
L
て
は
独
裁
の
に
八
梓
を
じ
て
は
さ
を
絞
る
こ
と
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ひ
山
川
本
な
い
ぺ
一
万
」
礼
則
と
J

従
っ
て
【
げ
法
推
し
r

荻
義
〈
1f人権と一
J

刈
一
片
に
ψ
、
い
て
は
、

川爪則し
r
v
ン
℃
人
碓
は
J

法
権
の
下
に
や
り
を
幻
抗
上
phの

？
？
え
く
F
匂

id
の、品川口せ！ね片付九川市ム一ぬ

内久
f
A
W

に
人
M
m
J
」
止
法
権
は
決
1
て
河
江
川
、
h

心
惟
刀
E
は
な
く
、
↑
τ

一昨培）

む
一
心
十
八
権
ザ
め
い
円
、
昨
J

1

扶
ア
刊
の
ム
ヘ
荏
出
回
り
I

以
山
仰
の
独
政
情
げ
町
、
原
則
こ
1
J

て
J
L
J店

1
ノ
札
婦
の
「
心
行
ぽ
れ
一
勺
も
の

-" 
訓 J

、
bm積
一
向
は

fuz出
一
約
九
弘
一
権
分
リ
権

τ一一をし布一様に、
f
f
j
h

’－
7
付人

、
い
I

ノイ止

ー
よ
住
〆

ノ
L
F
I

、
を
枇
げ

L
た
付
与
な
り
議
ハ
ケ
一
連
解

ず
る
ワ
三
、
吉
宮
J
刊の山川
A4三
誌
を
誤
訴
し
た

r
M
出
札
円
か
ら
ん
く
誤
っ
た
説
」

（
仏
英
）

はい十一政

で
あ
る
y
し
い
ろ
ノ
ロ
明
治
憲
法
ー
の
大
経

抗
措
仰
の

一
け
↑
ど
あ
っ
て
、

V

ふトい
r恰
ζ

ヤ
ド
八
議
（
狭
義
）

こ
の
主
川
は
否
定
J

議
会
の
目
前
H
R
b
γ

－経る一山
γ
必

h
r
ζ

い
う
「

献
上

σ問
棋
に
治
ぎ
は
つ

料
、
て
、
美
濃
部
の
批
吋
は
、

支
出
の
独
裁
慌
で
あ
り
帝
一
五
話
人
手
J
P容
吹J
で
き
な
い
議
以
領
域
中
一
意
味

ず
る
こ
い
う
椋
誌
の
y

パ
r
ザ
♂
狭
義
）
湾
鮮
に
及
、
日
u

ぞ
、
え
帝
戸
川
議
会
の
議
員
を
経
た
／
｝
し
て
？
、
へ

や
は
り
終
局
的
に

u
j八r恰
～
仏

表
）
幻
行
使
と
い
う
点
で
は
追
い
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
株
お
の
よ
う
な
坪
併
し
は
で
き
な
い
と
工
つ
U

た
に
し
、

法
注
の
倭
付
一

原
則
よ
り
、
も
し
一
一
議
会
制
tι
法
に
J
hり
大
権
雫
市
川
一
が
規
定
、
子
、
れ
れ
ば
、
大
俸
は
そ
の
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
し
一
見
す
る
に
、
長
濃
部
は
、

ぃリ
J
L
・
大
佐
〈
れ
は
）
両
権
問
の
権
限
h
p
u

分
近
前
九

jmdに
理
慨
し
た

十
い
律
（
山
♂
優
位
一
陣
引
を
介
人
ペ
ー
さ
せ
て
ト
八
桧
／
行
段
J

判
ず
る
す
一
法
心
優
位
と
ム
下
張
し
て
い
ん
J

一
の
で
あ
る
J

議

人
対
刊
一
解

前
日
却
丹
、
見
た
長
渋
川
部
心
持
限
配
分
弘
酬
は
、

間
y

匂
1
2
法
し
し
で
の
一
議
会
民
、
ド
制

一
「
議
比
内
閣
」
制
）

の
実
現
を
い
文
弘
付
す
る
斗
凶
唱
す
か
、
つ
の

H

－
M

弘一一川で丸めった

v
法
・
行
政
叫
捺
阪
の
配
分
を
糾
他
的
に
捉
え
た
隠
桧
が
ー
工
E
E
M

門
｝
ノ
し
い
た
の
は
、
憲
法
ー
で
の
議
会
権
限
を
山
一
幹

尽
に
封
じ
比
一
め
て
議
会
民
ニ
制
の
実
現
を
阻
止
す
る
こ
乙
で
あ
っ
ん
ち
こ
れ
に
汁
し
℃
’
ト
人
波
引
は
、
先
に

う
に
椋
磁
的
勾
怪
限

配
分
論
中
一
一
法
特
」
内
解
を
通
じ
て
斥
円
て
議
会
民
王
制
の
だ
現
に
い
い
円
て
心
障
壁
を
取
り
払
う
、
と
与
も
に
、

の
綬
山
N
1
原
則
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を
介
在
さ
庁
る
乙
と
で
注
に
行
政
に
対
す
る

υ
沃
の
後
越
が
h

～
ピ
主
張
す
る
こ
と
に
工
り
、
そ
れ
を
結
km的
に
十
一
勺
化
し
よ
う
と
し
～
一
U

乙
一
こ
う
で
、
以
！
の
権
限
配
分
前
と
向
司
椛
比
例
と
の
聞
に
は
、

で
の
1

法
律
理
解
に
工
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
以

外
に
ら
、
突
は
非
常
ケ
行
長
な
関
係
け
つ
あ
コ
た

り
日
述
の
通
わ
ノ
、
穏
殺
は
制
限
列
一
ハ
十
九
品
の
下
で
の

国
品
目
は
で
」
市
二
ー
一
心
日
以
川
」
初
な
い
か
状
拠

に
人
民
を
政
治
丸
一
附
の
凶
i

な
る
存
体
て
る
「
由
民

の
と
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
ま
七
権
限
削
分
掃
で
不
さ
れ
た
反
説
会
民
土
的

の
？
ー
の
人
民
像
と
1

弘
一
重
な
り
合
つ
も
の
で
あ
コ
た
。
変
ず
る
に
、
隠
桧
は
、
出
叶
川
杭
世
論
で
の
人
民
述
削
什
y

」
株
限
配
分
弘
一
一
川
で
の
そ
れ
い
〈

を
一
致
さ
げ
一
て
い
る
の
で
ふ
の
り
、
第
挙
解
釈
は
ま
さ
に
市
川
お
を
統
合
す
る
役
市
を
来
や
し
て
い
に
の
で
あ
る
u

以
誌
会
白
一
丁
認
な
弔
え

る
ー
～
め
の
こ
う
7

よ
人
松
持
制
定
法
ハ
J

－4
4仏
命
的
引
絞
J
V半
、
そ
れ
に
刻
す
る
れ
斗
の
上
に
は
｝
一
の
中
古
法
主
を
構
築
7

よ
人
美
波
部
が
克
浩
ず
は

,, 

平
人
法
部
は
、

つ
ヨ
山
盗
品
が
窓
法
上
で
似
体
除
さ
れ
る
意
義
を
V

叩
で
の
よ
う
に
ア
J

仙
川
刊
し
一
に
い
る
n

v
u
m
足
は
斗
7v
形
よ
か
ら
一
］
へ
ば
、

4
一
門
（
が
己
ど
っ
柄
、
設
や
決
〕
え
は
ハ
了
一
も
乙
に
わ
存
一
つ
す
る
告
度
で
£hvv了
、
立
の
叫
苫
十
九
日
か
ら
「
ン
、
ば
［
主

代

別

問
J

制
約
の
仏
軍
η
か入
J

堺
欣
一
三
れ
て
、
立
の
吉
山
門
っ
lur寸
な
一
一
乙
が
保
障
什
山
一
れ
f
Fる制↓
4
ヌ
で
あ
る
と
山
L
v
τ
r
が
出
来
匂

ギ
付
の
b
E
H
ヒ
は
凶
片
山
ム

U
T
m
M
一
伺
守
7
て
υ
一
生
思
制
店
松
涼
J1h円

悼
の
迂
市
ー
ム
の
出
外
出
は
何
ら
の
玉
に
UU
て
も
志
法
の
期
三
乃
与
要
～
。

戸一書
A
I
り
る
る
古
い
一
円
仲

市
に
込
寸
に
、
の

ヨI!治＇leiょに1",ic＇的ノ予 11.＋義

ノ
丈
波
部
に
よ
れ
ば
、
憲
民
i
ゼ
の
一
片
位
憶
の
保
以
は
、
同
氏
日
つ
の
凹
政
へ
の
山
奈
川
J

を
内
符
と
「
る

υ
憲
制
民
一
一
一
叫
ん
民
民
、
半
川
－
が

行
わ
れ
る
た
め
の
条
件
で
あ
り
、
ま
た
現
実
に
そ
れ
が
機
能
、
ν
て
」
る
か
と
え
J

か
す
川
十
一
一
正
ハ
と
さ
れ
ゐ
し
午
、
れ
ゆ
え
に
、
斗
士
山
慌
部

が
例
一
小
列
vhZ抗
を
唱
え
て
別
主
仔
法
卜
の
rH
臼
権
の
範
囲
吹
諸
外
凶
vw
に
M
犬、
γ
r
h
う
と
し
ス
の
も
、
－
4

い
お
い
て
議
会
氏
、
i
制
乞

五
現
さ
ゼ
る
た
め
ー
に
ヮ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
て
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
者

t
て
く
る
と
、
千
人
法
記
が
な
ぜ
従
来

人
民
を
「
奴
隷
山
川
」

3
0
「
ロ
民
」
こ
し
て
注
解
「
司
令
こ
乙
を
台
｛
ほ
し
、
起
に
そ
の
山
律
性
を
［
一
［
也
凡
で
う
と
し
た
の
か
本
ま
た
川
町
ら
か

に
な
る
。
設
す
る
ピ
、
ヂ
ヘ
波
部
は
町
議
会
氏
、
川
引
を
、
支
え
1

、
そ
L
て
斤
に
は
汁
ら
事
政
に
主
J

ノ
与
す
る
で
η

な
は
倖
約
百
k

l

L

V↑

汀:rr 
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"' 
ι話

再
1

解
釈
念
行
石
川
～
ム
r
h
J

っ
て
い
必
定
し
て
い
ー
だ
の
で
あ
る
す
制
以
列
挙
説
読
書
が
、

恩
賜
し
仁
し
て
の
口
昨
」
し
仁
い
人
ノ
吾
、
穴
占
や
へ
十

丙
的
に
科
、
）
出
し
て
人
民
を
政
治
支
配
に
対
し
て
絶
汁
的
に
朕
従
す
る
え
似
の
待
体
た
る
「
巨
民
」
と
、
以
て
川
問
、
九
九
～
の
に
対
〕
、
例
小

-" 
訓 J

利
三
山
内
〆
一
泊
、

t
c、
人
民
の
臼
律
性
を
桧
仏
倒
的
に
認
め
、
抽
比
九
な
「
囚
民
」
と

L
て
位
同
づ
け
一
三
ノ
と

LzyJ
の
で
あ
る
一

以
ー
の
よ
う
に
、
昔
人
拘
両
日
刑
判
の
定
日
広
治

明
治
荒
川
汁
店
下
で
議
会
民
制
を
土
～
現
ず
る
に
あ
た
っ
て
、

ぞ
れ
を
i
y人
え
づ
る

事
解
釈
は
、

自
律
的
「
内
民

古
川
叫
な
ご
仁
川
h

実
際
に
政
門
出
政
治
v
r
i売
刻
さ
れ
た
大
正
弔
問
仁
お
い
て
苧
明
プ
官
界

幻
創
出
を
日
指
ー
〕
こ
い
だ
が
、

で
は
少
数
説
に
？
、
ど
ま
っ
て
い
に
。
叫
に
一
千
界
心
正
注
ら
ず
政
界
や
官
界
に

b
い
て
も
垂
礼
」
パ
ハ
池
和
を
獲
お
し
、
政
党
政
治
時
竹
を
成

L
V
さ
町
、
と
つ
の
羽
実
的
条
件
で
あ
っ
た
」
評
価

3
れ
る
か
＼
少
日
く
と
も
お
寄
解
釈
に
m
A
L
て
は
学
界
で
は
A

，
、
河
じ
議
論
z
ぜ
畏

持
）
に
者
は
お
ら
ず
、

一
口
界
に
お
い
て
も
非
常
に
限
ら
れ
γ
行
僚
に
よ
っ
て
支
汁
J

び
れ
て
h

た
に
間
以
在
、
以
ひ
っ
た
ハ
で
の
自
此
で
は
、

だ
法
部
憲
法
学
引
こ
の
時
期
の
支
配
イ
デ
オ
口
車
！
と

L
て
現
実
に
恥
こ
し
九
役
割
以
ど
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
た
の
で
忘
る
c

p

－oヤ」
J

／

7
1
 次
帝
で
検
対
「
る
山
中
長
重
は
山
町
1
阿
の
学
界
で
は
数
少
な
い
、
美
濃
部
憲
法
学
の
ら
白
山
耐
え
け
者
で
為
、
J

h

l

下

し
か
し
、
中

門
局
は
、
政
治
的
事
り
ん
、

r義
に
立
午
、
っ
く
独
jF一心
同
家
論
お
よ
び
店
出
羽
の
下
で
、
本
脊
と
は

ihLJ濃
部
の
議
論
と
よ
り
九
北
川
代
入
、
せ
て
、
め

二】
T

解
釈
に
お
い
て
は
憲
民
こ
の
株
利
の
一
部
主
「
ム
以
内
し
fbι

以
て
し
で
も
一
八
人
犯
不
可
能
な
前
日
家
的
代
格
ど
持
つ
も
の
と
勝

L
ん
J

一の

で
あ
る
そ
こ
て
次
で
で
は
、

ま
ず

ι訓J
に
、
中
山
M
v
m
M
J丈
渋
？
市
志
伝
J
d
f

を
と
り
よ
ぷ
に
詳
酒
し
と
い
に
の
か
を
検
討
し
に

i
で
、
中
島

の
問
題
意
識
を
問
、
り
か
に
「
る
（

時

オコ

出
自
立
単
の
1
U
J
h
J

梓
論

第
一
節

千台一間前、ニ昔人命両日引いはず比

九
ぷ
杜
γ
カ
一
一
ノ
ミ
ズ
ム
を
代
表
す
る
法

d
v，f
苫
・
政
治
学
名
で
あ
る
中
弓
童
向
I

、

iH山
権
部
を
〈
マ
u
h〕
体
系
的
な
川
泊
中
区
法
解
釈
zぜ
世

［似]<o，主？） 56 !.3 323) 190、！OGc 9' 



い
問
苧
っ
た
り
は

『日
γ

主
国
首
出
論
』
に
お
い
と
て
ゐ
る

は
、
取
っ
市
民
片
岡

可
ベ
ヂ
宝
田
丸
山
広
品
匹

船

十＇J

二
比
一
仁
）
ノ
戸
一
心
月
刊
行
の

JL 

年
い
海
者
名
柿
＼
ト
お
t

仏
び
合
計
刊
造
の
推
批
判
官
受
け
講
削
と
、
以
て
赴
任
し
ス

m
v
Y仏
大
学
て

ノ＼

羊
口業
イi て？
同年
のの
講大
手主2 :E 
刀、ノ、

菜

、F《
う

て

百
万、

国
家
前
P

吾
、
王

阿
年
J

一

長l立
士、 k
lど〉七
｝可イ：、
のノに
初宅半
期 l''z
ii (::; 
思；i,I
ttEどυ！J;
の会

下 'ii¥
」ド

言 J,1下
刀＇ ~ 

れ 1h
たさ
もすl
oコる
ーと Jコ人
iつ 司じ
りの

美J土
佐モ
古「7
口·~

コ
世
I
4
附

h
J
J
A叶，

L
J
W斗

ヘ、二一
L
〆

1ノ
i
1ノ
イ
＼

法
注
学
概
論
」

ベコ

注
有
事
庁
、
保
安
P

「大
J

L

C

年
J

一
な
t
と
河
仏
ー
に
、

大
正
デ
モ
ケ
ヴ
ン
3

の
時
代
精
神
予
防
沼
憲
法
制
岬
釈
論
の
形
で
H
ハ
現
化
予
れ

た
乙
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
日
本
憲
法
九
里

の
秋
筆
に
際
）
て
は
、
美
濃
郊
志
士
円
の

明
治
川
五
年
一

い
に
学
ノ
泊
四
六
れ
た
。
中
島
が
、
丈
波

仁
日
特
使
I
川、」の
λ

什
む
な
論
争
を
イ
オ
の
当
た
れ
に
し
た
中
HmJ

部
中
や
法
学
ζ

長
廿
仰
げ
い
川
川
ム
）
ハ
勺
止
の
は
、
前
大
l

化
学
中
川
町
の
こ
J
で
お
っ

は
、
宍
濃
部
定
法
学
に

一
定
法
一
井
」
円

と
と
い
司
、
つ
〈
ぞ
れ
A
ψ
L
少
な
い
、
υr川市

条
の
判
官
刃
係
（
軍
句
、
こ
市
中

町
引
の
同
分
、
）

へ
少
数
」
説
が
え
列
さ
れ
る
た
ど
、
引
け
木
忠
法
南
町

で
わ

mu釈
訟
は

や
剰
余
人
↓
I
ノ
小
中
山
に
湾
ず
る
美
濃
部
刀
独
7

一

的
に
大
濃
部
の
議
論
と
多
く
の
点
で
一
致
［
マ
い
る
わ
山
中
島

m
iん
濃
部
恵
、
H
L
学
の
時
一
の
経
成
長
と
れ
付
さ
れ
る
一
ゆ
え
ん
で
ー
の
る
J

以
r

の
よ
う
に
、

中
日
付
の
や
2
7
法
論
心
配
点
は
犬
猿
…
訪
中
日
法
、
γ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
め
る
が
、

一
方
て
は
、
美
濃
部
志
り
い
持
）
j

に
飽
き
反

ヨI!治＇leiょに：＂＇＇＂＇的ノ予 11.＋義

ら
な
い
も
の
を
感
ぃ
午
、
い
に
わ
一
安
す
る
に
、
山
汁
Hr川
は
単
な
る
f

十一郎
hrAム笠片山
J
f
、U
川
川
中
心
主
で
は
は
〈
、
そ
れ
b
f

口
分
な
り
り
問
題
意
識
の

F
で
さ
ら
山
発
展
さ
什
ょ
う
と
、
工
、
c

は
、
甲
島
は
夫
法
部
出
掛
法
、
df
を
と
の
よ
λ

に
許
制
、

ま
子
J

い
か
な
る
問
題
点
な
見
出

し
て
い
た
の
ご
あ
ろ
う
か
に
『
「
ぺ
J

ぃ
九
憲
法
論
P

の
「
出

の
ふ
ト
の
部
分
を
安
尺
J

い
見
て
み
よ
ス
v

令一仇
J

I

〕
て
は
禿
命
山
内
』
月
l

3
併
刊
刊
誌
を
会
設
ー
二
、
胃
片
手
j

、
川
博
品
号
法
詳
寸
前
一

1
4
？
に
な
っ

t
引
ま
す
d

一山崎一

β

命
特
佑

の
あ
る
若
↓
川
は
一
U
山
昨
前
で
ム
て
い
え
は
叩
山
悦
八
つ
つ
J

あ
れ
ば
、
一
色
コ
｝
詳
川
町
二
知
一
ハ
一
叩
L

J

C

党
支
1
J
h

ヌ
い
と
開
じ
っ
て
岩
ま
↑
う
が
、
給
邦
ピ
け
は

全
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"' 

五
半
除
却
説
は
今
い
と
は
も
フ
問
題
は
右
／
吋
」
怯
〆
一
角
り
法
ご
J

程
巾
コ
炊
の
こ
と
之
す
止
に
は
一
つ
ま
だ
L
A
げ
ー
も
の
が
あ
h

す一ム
q

日とれ

ば
ぷ
ノ
し
の
よ
J
U
が
訟
円
三
い
h
h
v
の
て
な
：
、
1

人
一
で
け
附
例
区
古
士
だ
な
い
一
い

L
こ
〉
で
す
叶
配
偶
者
乙
は
だ
立
命
問
況
の
尚
一
神
に
相
主
計
る

〕
川
、
斗
一
沼
海
の
と
ν

て
「
「
ド
へ
い
十
機
関
必
が
市
】
史
的
に
斗
れ
す
ぎ
る
一
は
こ
v
f
仇
一
一
で
あ
〔
て
も
、
そ
れ
ぼ
注
注
向
上
リ
山
む
こ
と
す
一
川
以
の
道

徳
討
に
之
に
判
J4一
ず
る
も
の
が
前
、
く
て
は
に
は
買
に
日
ぎ
て
は
京
士
ぜ
ん
」
に
心
立
で
4
4
に
γ、f
私
は
囚
民
道
徳
山
州
川
三
改
は
の
急
持
を
誌
J

て
h
r
一

方
面
に
も
、
け
L
K
G
f
持
h

川
を
持
っ
て
来
ま
し
に
が
、
坑

L淀
川
れ
の
平
日
深
仏
J仰
や
宮
支
持
神
む
知
己
h

松
本
ご
り
改
I

子
γ
川ム
γJ
る
こ

1
r
r
R
っ
て
肘

す
。
川
〆
て
法
問
ν

況
の
精
一
…
引
が
出
民
？
ニ
一
官
、
、
同
一
に
潟
－
R
し
て
判
め
で
円
モ
ク
ラ
エ
ノ
J

2

ノ
な
る
新
吾
主
凶
一
え
し
て
の

Hλ
ヘ
が
出

来
、
政
党
内
問
制
に
依
る
囚
民
自
治
も
山
れ
る
の
に

-" 
訓 J

中
日
吋
は
、
け
寸
弓
の
明
治
定
法
論
心
的
角
／

7uて
、
選
挙
民
団
論
、
j

人
自
で
論
と
、
と
も
に
、
第
二
章
解
釈
｛
九

±
2リ
山
間
議
論
争

wTげ
に
い

る
n
j
u
出
盗
品
へ
の
、
け
司
法
、
記
積
八
事
pっ
一
万
明
え
る
ア
才
ケ
一

7
ン
窓
法
論
に
代
わ
り
、
ー
新
解
釈

t
u憐
け
ん
計
六
と
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
工
つ
巾
日
の
揺
る
ぎ
な
い
信
念
と
湾
わ
る
も
の
で
丸
山
る
c

－
日
本
憲
法
ヘ
壁

の
執
筆
に
あ
た
／
ノ
て
辛
λ

法
議
話
－

3
が
中
年
間
ー
さ

れ
て
し
る
こ
と
か
ら
見
て
、
べ
菌
検
問
4

訟
を
唱
え
る
支
濃
部
主
法
学
ぺ
υ

一
新
制
叶
釈

心
モ
ヂ
ル
と
さ
れ

t
い
る
こ
と
ぽ
叶
1

日
で
あ
る
－

た
と
し
、

中
島
は
、
志
伝
情
的
視
の
刷
新
に
は

さ
ρ
ら
に
そ

ハ
γ人
自
機
関
説
だ
い
円
で
は
不
十
分
で
、

u
日
心
部
的
に
当
抗
日
す
ぎ
る
ほ
ど
v
i
然

の
「
配
偶
者
一
た
る
叉
一
い
よ
楼
問
一
九
の
湾
沖
に
泣
う
よ
う
な
問
中
山
活
昌
宏
ヘ
一
明
り
氏
造
が
同
時
に
必
要
亡
あ
る

2
考
え
て
い
た
、
具
体
的
に
は
、

人
口
氏
を
テ
す
ク
ラ
、
ン

l
憲
民
一
ね
り
い
で

1Ui隊
涜
神
や
行
ト
山
ん
注
市
神
？
と
通

ν
て
い
仮
調
し
て
き
た
「
い
口
い
「
与
ん
と
し
て
、

ば
闘
な
る
え
一
胤
の
主
体
と

v
て
段
、
え
る
の
さ
は
な
く
、
宗
法
上
で
新
た
に
立
坑
寸
ゐ
こ
と
を
自
ら
の
諌
践
と
、
ょ
に
の
で
あ
る
つ

会
法
卜
で
の
人
民
の
ん
h

一
依
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
手
、
幽
応
部
も
ま

1
強
い
関
心
JME
小
し
て
レ
ベ
い
そ
れ
と
一
、
ろ
か
、
「
「
巨
い
ん
L

か
ら

国
民

へ
w
r
い
う
人
民
の
目
白
r
性
を
よ
h
重
出
品
し
だ
送
法
ー
で
の

f
Eづ
け
の
交
一
一
は
、
美
議
出
が
初
め
て
明
確
化
し
ん
よ
一
い
え

信》

〉ィ

中内
1

リ
は
、
こ
の
間
泌
を
店
法
解
釈
卜
の
巾
心
問
題
）
考
九
、
交
波
お
の
い
ラ
ヴ
ハ
律
的
「
同
氏
に
／
）
こ
ま
J

な

い
人
民
球
併
を

F
Lー一～。、｝什
V
J
と
は
、
例
え
ば
昔
日
＋
窓
法
論
」

に
お
け
て
！
大
自
主
ー
池
の

ρ
か
な
る
政
治
料
開
潟
払
り
も
、

日
本
市
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平
一
が
ぶ
一
識
の
ほ
一
一
に
街
、
ス
ら
れ
て
い
る
こ
と

ι

象
的
的
ι

不
さ
れ
て
い
る

憲
法
上
で
の
人
J
A
m－
解
に
強
い
関
心
や
L

ね
く
よ
う

人
工
コ
七
日

E
T
7し
て
士
、

i

一
j

、
j

i

ト
、
マ
ス
’

H
－
グ
リ
、
〆
の
肉
己
表
現
説
を
玄
に
個
人
の
白
川
門
の
主
女
性
を
拘
同
情
し
た
同
線
の
哲
学
芸
大

凶円叩
hγ
日

ur品
、
ニ
表
思
惣
の
下
で
人
民
の
政
法
的
自
作
化
を
訴
え
た
吉
野
に
強
く
影
法
さ
れ
に
h

は
七
れ

け
る
の
さ
は
な
く

E
A小
レ
同
法
論
H

与
の
去
作
を
し
泊
じ
て
中
島
の
日
以
思
想
を
山
川
町
川
一
体
的
に
刊
一
授
、
J

て
人
民
攻
鮮
の
門
作
を
明
り

を古、
Jど＇~

"'- ：~ 
" 斗干
·~ J、
- ＇、

は具
で判、
き的
／よ！と

' ＇~＂次
t 九1l

（主

"'J 

・・n 、
j;, 

る
Fヨ
レげ
A出

，，，、
r 

’ての

一「
γ
島
の
引
戸
同
名
）
同
家
論
を
者
却
ー
ぶ
」
て
の
川
山
田
】
佃
I

て
い
る
白
を
写
き
の
糸
に
、
一
日
本
法
法
論
」
と
の
出
窓
論
お
よ
び
目
下
れ
ピ
茶
づ
く
rJ
出
品

JthH

～fν
。

第

リ

叩

一
川
家
論
お
よ
び
白
山
前

富
山
本
誌
に
問
［
て
、
元
波
山
連
士
門
が

ゲ
オ
ル
グ
ノ
J
L

リ
～
不
ソ
ア

－
一
般
同
4
b
h
d
v
千

（し
U
F
ν
A
V
ぺお

〆T、
しソ

h
v
h
H
U
F
u
h
r
h
J

円
安
）
き
」
に
多
大
な
影
響
士
三
れ
た
と
い
う
の
は
間
引
の
ー
辿
り

中
川
川
も

山叩i
初
は
阿
古
を
中
一
一
に
軒
先
日
ど
進
め

て
い
す
7
刀

同
志
は
れ
L

赴
任
し
と
か
ら
は
「
祈
判
家
論

美
濃
:;ri 
i宇
土
G) 

憲
6 1 
i北
千f
ベry 

7L 
的
同
家

論
じコ

ち（
；三 I({[
山 F

浴 ι百

解＂自力
」 $：
'・・ プじた L

と
し
て
注
目
さ
れ
始
め
て
い
た
イ
主
リ
ス
苓
一
冗
的
判
家
古
川

ヨI!治＇leiょに，－，1,c・的ノ予11.＋.義

三
川
以
司
い
l
b
A
山市
y
l
J

て
J

3

三一

1
1
1
（

一

3

1

J

阿川川
N
いは、
中
日
日
向
け

ET
出均一
J

を

0) 

山N
L
汁
「
る
士
ん
淡
ぷ
の
一
円
拙
い
影
響
と
ふ
れ
に
対
す
る
斗
民
の
必
向
性
今
、
倍
以
に
お
い
悦
L
て
い
る

を
劫
ぃ
器
i

す
る
に
当
た
っ
て
も
、

ν
プ
々
」
ル
ド
・
L

川
ノ
プ
ハ
ニ
ノ
ス
、
ジ
プ
／
・

7

イ
句
ギ
ス
、
仲
ミ
ー
一
ι
ル
恥
ホ
プ

ス
シ
、
、
ン
ョ
3

J

ノ
・
コ
ヲ
ル

ハ
打
パ
ド
・
ノ
ス
与
な
と
、
当
時
の
代
表
的
な
政
治
的
多
打
－
一
：
読
者
の
い
有
作
は
ほ
は
網
羅
的
に
季
出
i

さ

れ
て
い
る
が
、

中
山
内
に

（
同
三
弓
2

7
山
戸
内
宮
山
内

ut
に
闘
い
円
い
響
を
り
え
ん
に
の
は
ス
コ
ソ
ト
ラ
／
ド
出
身
の
什
会
学
者
口
パ
、
卜
・
マ
ソ
キ
1

7

7

7

一7
4

ミ
ム
ヱ
子
ィ
i

引
兵
学
的
研
究
社
会
守
治
の
作
賞
与
基
本
法
則
に
潟
す
る
試
論

ーフ
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h
h
問、弘一三

む
と
人
ピ
止
さ
百
九
古
h
E
C
k
h

～＝〉
U

～
、
さ
吋
む
と
へ
州
出
ピ
ミ
九
F

叫どや
E
H
K
Q
h
ト
h
M
N
h
M
C刊

k
c
m
b
ド

Eミ

"' 
ご
下
、
三
一
コ
ド
ご
あ
っ
た
一
一
の
ご
と
は
、
甲
島
が
筏
ん
汁
i

「
私
は
さ
き
に
大
ギ
h
t
i

年
「
多
一
ん
的
国
家
計
」
ヨ
一
山
し
て
刊
仙
台
氏
、

マソ
γイ

-" 
訓 J

ヴ
一
ー
の
同
家
主
以
て
職
能
的
共
同
団
叫
ん
d

る
と

rる
説
に
、
同
い
く
傾
湖
、
υ
今
ま
で
の
如
何
な
る
囚
家
品
、

2
7
u、
そ
の
奇
（
坦
ロ
泣
き

一
抗
な
る
を
伝
じ
て
米
た
も
の
で
あ
る

r
語
っ
て
い
る
こ
こ
か
り
も
明
出
で
あ
づ
七
二
J

宅再

：＇之L

を
淀
川
判
念
に
集
回
数
川
r
論
を
川
崎
じ
、
集
凶
研
究
で
は
ム
f
E
C
も
詰
れ
な
ど
ツ
キ
｝

甲
山
内

T
2
3弓）

ー

、

ム
ぐ
付
H

い七

へ｛同このコ
υ
C
F

一

ヴ

7
i
の

コ
ミ
ユ
ヱ

7
f
i－

rコ
、
山

ZJは
、
同
家
J
h
d

孜
会
・
大
学
・
、
万
般
新
ん
じ
な
こ

r一
同
一
叫
に
定
の
以
訟
を
有

γ
る
γ
ソ
シ

i

シ
ョ
〆

℃
あ
る

Jγ
つ
政
治
的
多
一
冗
主
災
心
ぷ
本
的
な
υ
ワ
え
り
を
ア
J
U
だ。

γ

ノ
シ

J
i
シ
ョ
ン
と
し
て
の

現
代
？
J
T
J
P

糸
口
ご
職
能
乙
し
て
は
、
江
h

の
回
口
、
を
学
け
ら
れ
て
い
る
口

f
y）

裁
判

L、
' 

内
部
ピ
円
ハ
亡
安
需
J

的
共

士刊！
ι

川恒内い円「りわ伽

一
川
い
い
ま
維
持
）
職
能

？
～
川
市
慌
の
一
掃
刻
、
市
杭
要
性
一
心
築
近
、
ζ

レ
っ
た
一
外
部
に
は
す
ξ

ょ
八
月
一
巧
街
の
戦
能
、

）
鉄
道

部
制
、

電
信

電
話
、
保
健
衛
件
？
と
レ

r
「
物
質
文
明
増
韮
の
恥
能
一
、
ヘ
エ
）

j
O子
同
書
館
、

美
術
館
の
訪
問
、
義

fλJγ

げ人、
J

7
4
5ン

叫
し
牝
校
v
t
j
の
矯
山
Luu抗
誌
の
設
置
、

科
ハ
ナ
ム
同
研
究
の
幌
、
一
湖
、

示
致
死
だ
の
伝
興
と
い
っ
た

耕
一
例
的
ri化
九
ん
惑
に

F
一寸

る
外
部
的
条
什
の
設
P

心
心
職
能

で
ゐ
る
「

中
－
同
は
、
凶
家
を
ア
ソ
シ
ェ

i
ン
ョ
ン
と
し
て
川
知
寸
る
政
治
的
多
一
企
丁
兵
り
怠
V

十
誌
を
以
下
の
よ
ぷ
に
命
？
】
て
い
る
つ
「
ハ
川
出
来
心
同

Aa前
ぞ
か
凹
家
と
道
徳
Lr
を
同

C
Mる
ぷ
は
恥
の
最
も
小
品
ん
亡
］
一
と
あ
っ
た
い
兆
で
は
法
と
道
徳
、
と
！
？
問

校
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
れ
ノ
、
色
々
な
方
制
で
説
明
山
子
J
M

い
二
と
M
’u
b
コ
て
千
人
引

私
は
多

ι的
問
家
プ
酬
に
触
れ
る
に
止
ん
で
、

此
位
一
干
の
ょ
に
就
て
の
疑
問

は川山市ん
d

）
ず
ぺ
て
釈
く
こ
と
子
山
奈
る
や
う
に
出
い
っ
た
っ
合
く
と
ー
も
多
完
的
問
家
市
川
は
従
い
ふ
の
説
戸
ロ
り
層
よ
く
、
此
守
の
根
本
間
認

を
説
明
す
る
ャ
ど
が
山
川
米
る

r
い
ふ
h

一
こ
だ
け
は
確
だ
乙
出
つ

C
1
4
1
、

ヲ
ド
・
ポ
汁
ン
ケ
に
代
表
さ
れ
る
後
期
注
畑
山

町一τ表
「
不
一
家
論
に
男
ら
れ
る
亘
ぷ
に
去
徳
的
綬
州
地
位
J
V
－
ι出
γ
議
論
に
不
満
を
点
い
じ
て
い
た
が
、

マッ

L
i
ヴ
ァ
の
伐
F

出向山手一冗仁工専門
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J

？
？
ぶ
こ
と
で
一
丙
壱
ど
明
確
に
分
離
す
る
思
議
的
出
盤
を
獲
得
し
に
む
道
徳
あ
る
い
は
宗
教
は
、
国
家
と
は
別
（
U
f
ソ、ン

7
1
J
J
ヨ
シ

ヘ
送
他
国
体
’
教
会
等
）
に
よ
れ
ノ
拘
当
さ
れ
る
べ
き
で
山

r
M般
終
い
分
駐
さ
れ
る
と
い
う
「
安
ト
2
0仁
、
政
治
的
多
む
一
：
文

Jr通いし

て
プ
品
目
、
仲
町
松
ζ

教
権
の
八
店
九
段
へ
m
m町
八
刀
叶
号
、

百
い
換
え
れ
は
凶
ま
の
汁
叶
的
任
問
何
人
乞
↓

の
で
あ
る
、

中
斗
一
に
よ
る

1巾
一
俗
分
離
」
前
は
、
同
調
叩

1
M体
を
批
判
す
る
J

も
の
で
あ
る
志
法
上
で
の
臼
体
は
、
毛
淡
町
刑
判
こ
卜
紗
の
問

で
大
論
与
J
V
1

牛
み
凸

L
た
戦
f

長
則
定
け
枠
内
」
す
の
蹟
舎
の
石
で
あ
っ
た
。
出
叫
培
…
入
米
は
、
同
体
と
政
、
外
の

分
識
す
説
き
、
配
布
が
エ
慌
の
所

有
を
、
子
し
て
絞
者
ト
f

王
権
の
ノ
J
U
J
以
様
式
な
舟
ヶ
J
%
の
↑
ど
あ
る
ζ
I
J
た
U

き
九
二
J

穂
積
は
、
一
氏
咋
ー
に
は
、

ド
イ
ツ
凶
作
♂
子
！
日

印

Z
E
m
F
v
ロ
ロ
に
汁
山
fq
る
法
的
意
味
の

" ｝ 

け
る
一
、
団
法
的
意
味
D
E一体
i

と
が
へ
円
ま
れ
る

2
五
張
し

T' 
I」

島
、
美
濃
部
迂
士
川
は
、
機
州
沖
ア
つ
同
の

v
場
か
ら
も
王
権
の
γ

川
y

付
が
一
反
家
で
占
め
る
こ
と
か
｝
川
引
け
っ
三
い
九
す
る
と
ζ

も
に
、

一
市
河
い
れ
い
十
一
比

cJ当
体
一
肉
体
に
は
非
常
に
山
中
川
十
日
的
云
安
材
却
を
万
し
つ
つ

JVυ
持
J

口
市
考
祭
乃
一
付
象
か
ら
芯
外
し
て
玖
体
U
論
一
7
f
r
工
技
し
た
乙
以
〕
の

よ
有
一
ぽ
憲
法
り
子
十
で
の
一
人
出
外
坪
併
に
対
し
、
政
治
的
多
五

τ設
に
由
来
す
る
G

1

一
￥
れ
分
蹴

い
一
円
以

U
へ
い
」

L
d
f
d
d
品
、

〈

F

；
i
j
；

人
出
一
本
が
満
江
俗
的

優
越
川
U

乞
獲
得
す
る
こ
と
は
ん
引
い
と
の
げ
イ
吻
か
ら
一
能
店
内
的
丘
一
院
の
国
私

〆コ

＇ー
／一

ト
～
浪
部
の
よ
沿
っ
に

鈴
鹿
的
立
um
の
制
作

に
UFJ
し
安
協
的
能
皮
争
点
沖
に
り
一
ヂ
に
、
よ
り
一
ノ
戸
イ
カ
ル
に
を
れ
を
内
定

L
、

）ノ

f
ク
フ
ン

l
志
は
へ
川
合
ぽ
九
円

ヨI!治＇leiょに1",ic＇的ノ予 11.＋義

え
と
枠
制
す
q

。
こ
と
が
で
き
る

、
一
心
は
、
学
界
て
も
い
ち
与
く
政
治
的
多
T
F

，
弐
を
N
M
柄
、
二
国
家
が
何
！
っ
か
の
埠
徳
的
制
依
を
梓
い
つ
も
の
で
は
な
く
、
ア
リ
ン

↑
、
、
ン
ョ
ノ
の
つ

い
と
い
て
、
ぷ
公
制
支
配
の
縫
概
念
で
あ
る
「
同
体
古
克
版
、
J

た
）
そ
れ
で
は
、
可
川
島
は
、
同
家
ー

人
民
、
二
の
関
係
を
い
か
に
坪
洛

L
た
の
だ
ろ
う
か
口
組
認
の
ご
よ
三
九
人
民
が
同
家
に
討
し
て
川
相
対
的
に
服
従

γ
る
「
立
民
」
乙
川
和
宣
つ

け
ら
れ
る
こ
ζ

は
あ
れ
凡
な
い
が
、
先
に
＝
一
L
た
交
波
部
の
い
う
訂
い
律
的
「
R
u
h

一
一
九
二
L

、
こ

z：
コ

、

二
0

7
ミゴ
f
t
y
L
l
F
fハ
プ
て
L
J
J

本ロ
1
、
は
固
ま
を
い
と
、
一
だ
ム
竹
内
眼
目
峨
詑
を
旬
す
る
峨
倍
伺
体
、
明
り
と
問
。

国
家
よ
り
も
松
平
た
る
存
h
ζ
し
て
全
体
共
同

tA設
な
る
で
の
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J
q
dめ
る
司
、
／
て
当
家
は
江
人
ム
ハ
一
引
会
。
一
f
u
d
F
t
L
忠

Ayr仕
苛
て
あ
る
と

3
9
f
「
中
崎
）
辺
不
も
山
川
八
七
体
仕
会
発
走
か
べ
て
の
人
力
人
格

｛
一
｝
設
の
ぬ
め
に
存
ノ
ペ
ず
る
よ
じ
り
C
あ
る
じ
問
ま
が
道
徳
十
川
仙
沼
1

心
μ
刊
に
あ
る
か
E
K
同
法
問
一
べ
阜

Y
L
〆一一出向上

U
店
v山
こ
が
道
憶

わ
培
成
起
で
均
一
今
川
斗
J

の
↓
訟
は
造
泡
仙
位
心
日
＋
～
に
材
、
川
げ
る
一
？
ノ
え
ク
一
ソ
〆
7

の
山
花
J

に
列
な
り
ぬ
心
て
あ
る
い
町
一
安
ば
土
ρ

市川社人一百幻品川町、一べず

-" 
訓 J

へ
て
の
人
勾
人
格
一
グ
凡
な
令
日
的
の
お
め
に
そ

花
山
山
町
L
I＼
品
川
出
向
い
に
於
て
活
動
一
η

べ
き
も
の
刊
め
る

立一
J
L

心
亡
あ
る
が
故
に
、
同
火
山
は
ー
口
h
l且
徳
権
威
円
前
に
泊
三
〈
世
総
却

ア
ノ
シ
ヱ
シ
ョ
／
乙

L
て
の
川
一
忍
が
寄
与
一
0
2

ザ
臼
ん
い
千
円
年
共
川
川
村
会
心
司
氏
ζ

は、

す
べ
て
の
人
の
人
格
完
成
：

cdめ
る
。
宗
法
論

の
最
パ
の
司
的
士
川
本

μー
家
心
議
長
に
設
定
す
る

2
γ
7
口
辺
、
は
、

E
家

2
人
民
心
討
ー
一
保
に
つ

ρ

決
部
も
、
そ
の
万
法
論
が
司
ハ
な
っ
て
い
た

に
こ
れ
に
対
し
、
中
「
九
げ
は
、
従
来
の
憲
法
解
釈
半
で
｝
」
明
祝
さ
れ
て
き
た
リ
」
t
氷

内凡ド院の
r

～
止
に
人
民
を
い
か
に
位
出
づ
け
る
か
と
い
う
当
翠
ム
セ
一
主
義
お
先
沼
を
さ
ー

ιし
、
中
川
家
ケ
一
件
恒
人
の
人
格
完
成
の
戸
～
止
の
「

段
的
存
在

ι守－T
d
L
S
L

人
木
作
、
杢
＋
予
ゼ
支
持
し

rc
ド
J

ソ
「
山
訟
を
子
を
」
町
i
H

封
。
に
白
書
の
定
法
併
釈
弘
前
を
構
築
し
た
穏
枯
や
美

浪
部
に
」
F
ヘし、

人
格
下
哀
の
彩
容
の
下
で
渋
川
叫
山
中
十
や
段
、
出
品
j
E
H
J
ひ、

個
人
心
戸
間
に
最
大
の
制
値
を
け
ん
出
寸
イ
キ
リ
ス
以
目
的
多
元

主
義
宇
一
士
市
政
に
議
論
を
罵
一
問
問
し
zに
た
め
て
為
る
「
脳
出
わ
れ
る
「

例
え
ば
、

ー
国
家
は
文
れ
白
身
は
的
た
る
存
在
物
に
よ
ら
ゲ
し
r
、
ヘ
十

体
社
長
充
足
心
為
め
、
将
人
心
人
情
完
成
の
為
め
に
々
有
す
る
手
段
的
十
円
J
F

守
唱
と
あ
ャ
？
〆
品
組
る
な
ら
ば
、

同
一
本
の
よ
出
Jpc
送
寸
ず
る
市
中
ば
、

そ
の
国
家
が
を
一
体
れ
ん
口
の
発
注
、
各
人
の
人

wwの
完
成
の
九
州
め
に
必
民
な
る
v
も
の
で
も
ゐ
限
打
、
道
徳
上

考
ヘ
、
片
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
桁
病
欠
こ
う
vγγ
ハ
品
川
島
の
考
乙
方
が
よ
く
十
一
言
い
れ
て
レ
る
に
た
だ
、
三
中
品
目
、
「
個
人
に
せ
よ
、

ム
ふ
南
下
に

fdる
し
〈

回
μ
刊
に
包
へ

又
は
M
門
家
に
せ
よ
、
山
怪
引
刊
の
認
め
り
れ
て
川
る
の
は
、

一
羽
」

H
h
利
私
欲
の
九
州
の
で
は
な
い
／
「
て
利
J
U
土
義
的
・
原
，
九
日
川
小
川
似
人
宇
義
に
は
梯
め
て
怯
続
的
な

υ
也
帽
を
採
っ
て
い

社
会
に
奉
什
ず
々
と
い
、
主
【
一
六
社
会
的
志
徳
的
便
λ

却
を
浅
行
す
る

hAで
あ
っ
て
、

ア

n

中－
PE，
は
、
対

υ
ず
る
前
人
心
向
↑
〈
糾
一
給
さ
れ
る
判
、
以
契
約
を
斥
円
、

f

～
ミ
凡
a

デ
ユ
ル
ウ

i
ム
小
晴
、
え
ゆ
人
社
会
的
山
州
諸
問
問
、
相
仙
の
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ド
亡
、

個
人
心
人
格
完
い
は
に
よ
っ
て
凹
家
ピ
お
／
切
る
辿
れ
し
な
全
作
共
同
紅
会
心
栄
達
を
日
！
店
内
す
と
い
二
J

個
人

J
f会
と
の
調
和
的
交
JA

2
3
J
亡
、
ニ
ヲ
で
一
、

zc

－一［
f
l
t｝

b
r
t
d
F
L
ミ

ふ
れ
で
は
次
に
、
そ
の
白
川
付
税
古
田
ん
て
み
一
で
、

v

M
門
家
論
の
心
刀
杭
一
弘
、
ρJ
、
弔
心
の
胃
、
中
山
古
川
が

囚
家
の
九
ん
日
出
の
と
め
に
政
治
え
一
胤
情

迭
の
民
土
化
を
日
um」
ヲ
も
の
で
は
日
〈
、
人
民
心
人
試
υ

一
究
成
を
最
大
の
日
的
こ
し
て
い
た
h

一／一行
J

明
ら
か
に
な
っ
七
／
一
円
pnい
れ
る
J

こ

の
山
で

松
蔭
八
束
だ
け
と
也
〈

千
戸
」
同
は

十
八
な
遠
い
が
あ
っ

f
yし
指
抗
で
き
る
J

「
自
叶
」

に
つ
い
て
主
二

－
＼
M
り

／
u
l
 

の
ヨ
山
は
斯
ノ
＼
抗
m
A
の
V
H

リ
ム
何
十
b
制
限

TLつ
れ
て
軒
る
も
の
、
立
〈
の
期
川
内
山
は
討
に
t
試
作
上
或
る
定
ま
つ
に
範
出
な
有
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
て
め
る
も
り
で
、
立
（
の
制
限
以
外
に
ゆ
山
て
は
九
人
は
日
分
の
欲
叶
u
J
G
f
M
に
依
つ
て
は
山
刊
に
各
担
の
活
動
会
持
し
、
日
以
］
日
平
ん
m
v巧体

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

院
長
」

7ゼ
ー
々
全
に
享
有
す
る
こ
こ
の
山
川
来
る
も
り
で
あ
り
士
一
日
。
一
ゴ
ひ
換
え
れ
ば
名
人
は
一
定
の
t
試
作
上
の
可
一
以
以
外
に
於
て
は
、
何

人
か
ら
も
其
三
日
出
を
ハ
比
さ
れ
J
J
レ
権
利
吉
右
υ

っ
て
が
る
も
の

と
レ
h

ヴ
人
濃
部
と
追
い
司

中
仏
は
そ
と
に
必
す
し
も
一
同

永
ム
ふ
る
し
は
法
作
を
介
存
、
子
ド
な
か
っ
た
し
そ
し
て
、
白
山
出
憎
む
片
品
燃
と
な
、
ノ
て
い
る
一
向
由

に
つ
い
亡
、
ー
自
由
椛
の
基
礎
と
な

つ
亡
明
る
2

ド
山
に
は
切
り
リ
川
地
よ
り
村
分
し
て
明
か
に

市
げ
の
も
mv
の
存
ず
る
こ
と
古
認
め
わ
ね
は
ら
ぬ
と
述
べ
、
第
段
ハ
」

jE一

｜↓」

と
「
第
日
以
内
U

山
由

ア
ソ
ン

ι
1
ン
ゴ
ン
の
っ
て
ふ
～
る

の
A

叫
博
口
周
の
白
庄
が
F

什
正
し
て
い
る
こ
と
1

乞
指
摘
し
ょ
J

の
で
み
る
｝

ヨI!治＇leiょに1",ic＇的ノ予 11.＋義

国
家
、
U
収
院
は
、
ヴ
山
、
り
範
凶

〆
－

内
部
に
於
て
瓦
寧
的
共
存
を
似
湾
す
る

一
治
安
維
持

戦
前
」

f
）
「
判
部
～
ぃ
志
ず
す
る
共

同
防
伊
良
の
祉
制
限
t

、

「
物
質
文
明
増
進
の
職
能

（
ご
治
神
的
文
化
発
注
山
対
す
る
外
部
的
条
件
の
設
定
の
秋
能

さ
れ
て
い
る
三
り
て
れ
ゆ
え
に
、
人
民
は
向
ら
の
人
的
灯
す
べ
て
に
関
し
統
制
を
交
け
る
4
の
ご
は
ん
品
い
と
い
ス
v

第
段
の
［
］
刊
い
ふ
は
山
件
一
ド
ル
れ
る
も
沿
い
よ
社
佼
相
川
止
入
J

わ
ぷ
ゐ
口
出
で
あ
り
、
お
庄
の
は
刊
コ
パ
出
法
体
に
仇
る
に
F

一
ヲ
ざ
れ
ば
何
？
札
「
じ
犯

せ
つ
れ
J
J
る
白
H
で
あ
吃
パ
来
出
家
ば
定
会
肌
の
税
法
｝
三
点
汗

F
A
V
為
め
心
た
司
凶
体
で
あ
っ
て
、
友
糾
成
員
ば
人
問
肝
心
全
主
日
ど
〆
寸
へ
J

て
立
紙
制
L

ピ
乏
汁

7S百
の
も
の
で
は
な
v

惜
成
口
心
八
桔
」

ι国
が
い
の
統
制
を
芯
起
す
る
（
寸
前
八
ん
の
仔
－
2
？、
y

一山P
J

で
モ
令
構
成
良
バ
囚
忽
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（り統制、よさん
P
2
0
山川河
r
d
t
J
恥
花
（
り
抱
月
内
に
絞
る
も
心
で
あ
る
し
柄
武
良
川
人
明
日
江
川
抱
一
山
立
川
る
ト
刀
両
P
却
ら
第
川
一
え
の
ld小
川
て
あ
匂
立

は
同
家
の
帆
能
付
刊
の
ぬ
め
の
荒
従
て
あ
る
が
故
に
、
同
yo
々
の
職
能
心
範
川
内
以
外
（
り
i

に
白
山
山
法
山
依
λ
J
）
拘
市
木
材
一
ら
れ
よ
し
り
で
あ
る
。
快

る
に
…
山
一
家
は
f

小W
1
k一
心
職
ん
り
た
ァ
勺
所
の
牧
民
主
れ
の
必
引
か
ら
げ
町
、
一
ィ
IU
構
成
久
の
ー
一
一
出
士
以
，
子
二
人
格
も
む
犯
吠
ね
ば
な
ら
ほ
校
J

ら

ず
心
は
」
八
月
以
的
を
迷
J
A
r－
る
ご
と
は
山
れ
な
い
山
内
で
あ
句
、
子
一
示
小
み
に
拘
京
民
必
山
て
一
ゴ
ヘ
一
株
主
の
協
法
J

八
る
点
、
何
？
に
怯
円
な
け
れ
ば

な
ら
ね
ニ
乙
ピ
な
っ
日
、
出
る
の
が
信
二
段
心
日
！
円
で
あ
る
伎
に
市
二
段
の

μ
r
h法
律
乙
依
ら
た
汁
れ
は
拘
京
侵
犯
j

ら
れ
「
、
行
政
i
日

市
令
や
処
廿
で
は
J

吋
：
一
七
犯
せ
、
つ
？
戸
な
い
r
巾
ん
の
も
刀

-" 
訓 J

昔5

り
う
由
1

／一は、
i
A

来
出
家
の
収
能
の
M
t
4
E
れ
の
司
一
出
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
戸
川
｛
ま
の
意
志
で
あ
る
法
律
に
ぷ
円
て

も
拘
束
佼
初
日
不
円
詑
は
白
山
で
ふ
め
る
。

方
、
パ
よ
か
が
哉
詑
を
韮
／
も
す
る
上
で
は
、
人
民
の
白
出
を
拘
末
し
、
人
的
慣
が
侵
犯
す
る
必
安

な
め
る
が
、
そ
の
場
台
り
ふ
J

束
侵
山
日
！
も
そ
の
根
拠
乙
守
し
て
は
ニ
J

叫
ん
再
引
｛
止
法
が
必
一
見
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
一
第
一
段
の
斗
由
』
で
あ
る
。

築
設
の
白
白

U

伸
一
段
の
自
由
一
と
の
掲
げ
係
に
つ
い
て
は
、
巾
烏
は
、
山
邦
む

築
設
の
白
由
、
日
必
干
し
な
U
れ
ば

,-_ 

一
自
由
は
全
部
州
背
山
味
J

げ
も
も
の
に
な
っ
て
し
お
で
ω

2
十い

L
っ
し
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
第
一
伐
の
内
出

立
、
土
品
宇

L
I
I
｛
 

侵
犯
で
き
に
い

1r
一
斉
い
つ
つ
も
、
実
際
に
は
よ
い
作
に
依
い
ノ
手
え
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
で
も
約
束
没
犯
さ
れ
る
可
能
性
を
淀
川
す
か
ら
ア
ご
め

る
、
門
小
と
っ
た
ら
な
い
た
め
に
は
、
法
沖
ー
円
弘
に

ぷ
の
玖
ω小
中
」
設
定
す
る
必
裂
が
あ
る
が
、
モ
の
役
割
を
呆
た
す
の
ぷ
「
第
一
段
の
ー
一

ル
刊

J
J

め
る
と
中
一
け
は
指
摘
す
る
つ
中
出
同
は
、

一
段
の
日
庄
に
よ
っ
て
こ
そ
、
文
化
滴
値
の
は
沖
糾
れ
が
確
日
体
さ
れ
る
と
川
け
に
、

人
民
各
個
人
の
人
格
、
引
戊
認
さ
れ
て
、
国
家
に
妨
げ
ら
れ
ず
に
向
ら
の
じ
会
的
機
能
を
ん
↑
ノ
で
き
る
と
い
ニ
J

し

市
品
は
、
回
一
み
は
個
人
の
人
係
完
成
の
た
め
の
戦
艇
活
肋
を
守
つ
ア
了
／
ヶ
ー
ン
ー
ン
に
川
州
沼
恒
松
い
、
j

v

、
憲
法
相
4

上
の
当
時
乞
1斗

め
る
の
が
1

臼
家
で
は
な
く
「
仙
人
」
と
あ
る

γこ
を
明
ら
か
に

L
三
」
ド
イ
ツ
凶
法
ヴ
を
蒸
に
応
隊
・
最
人
投
部
が
支
持
し
た
「
内

永
本
ー
や
的
レ
団
法

vγ

イ
ギ
ゾ
ス
政
治
的
多
一
士
表
示
拡
に
し
た
「
個
人
本
牧
内
憲
法
学

へ
の
川
河
位
転
校
を
mmえ
た
の
て
あ
る
、

ムー，、
h

J

刀
－
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第一

fm
「
法
律
J

ピ
以
て
し
て
も
制
約
不
可
能
な
権
利

レ
仇
川
ー
で
は
、

川
市
山
の
憲
法
第
一
ぷ
解
釈
論
（
自
白
権
論
〉

U
7
一
明
介
す
る
乙
白
山
に
よ
れ
ば
、
自
白
権
は
川
節
目
白
子
～
「
口
市
」
主
持

引
と
、
）
て
保
防
、

γ人
も
の
で
あ
る
と
し
F

つ
）
り
て
れ
ゆ
え
に
、
前
節
で
問
ら
か
に
L
z
y
J
よ
λ

に
白
訂
の
「
直
結
州
こ
市
二
ー
一
「
第
一
段
の
向
刀
」

／
）
「
常
設
の
白
田
か
ず
い
作
T

Q

ζ

考
え
る
中
げ
は
、
古
い
叶
拾
に
つ
い
て
も
第
一
設
の
自
白
」
を
F

付
利
y

し
て
保
障
す
る
第

設
の
打
リ
係

L
r、
「
持

の
自
力
慌
の
二
碕
類
の
白
川
叶
拾
を
、
？
張
L
千人。

の
山
由
主
催
利
y
し
し
て
保
障
「
る
「
お

に
た
｝
づ
一
ヨ
山
i

ら
こ
っ
由
権
t

の
範
監
は
一
致
し
な
い

寺
J

r
｝

1η
遜
心
中
」
b

q
I
t
h－－メ；

μ中
段
の
オ
パ
由
B

J
一
第
没
の
孔
出

ヰ
加

tσ
判
河
ザ
か
で
あ
る
。
一
節

設
の
白
由
権
1
U
、

事
実
i
U
4弓
山
間
円
て
の
ま
、
す
べ
て
が
r
他
刊
と
し
て
の
け
寸
出

設
の
一
汁
出
t

／
｝
一
第

ζ

）
て
認
吟
A
l

つ
れ
て
折
る
ー

第
段
の
ヨ
山
ー
と

引

升÷

投
心
主
凶
徒
」
は

九
ノ
ヤ
｝
J
U
J

〆、

し

Itt】

殺
し
は
h

L

乙
も
あ
る
こ
い
い
つ
ハ

μ
弔

絞
り
i

一
山
一
炉
、
判
記
一
行
成
長
の
ん
結
中
、
志
一
家
ふ
れ
税
制
｝
ゲ
桜
税
寸
J
4

守
ヲ
べ
て
の
部
分
ケ
↓
ボ
す
の
に
材
し
、

第
一
設
の
一
U
由
権
は
、

L

？
？
乃
mru
造
的
、
学
問
、
古
市
そ
ん
ら
伯
の
文
化
的
術
的
引
に
践
す
る
も
の
た
け
が
合
】
ぶ
れ
る
と
中
島
は
、
県
ず
る
ー
要
「
る
に
、
山
一
匁

は
、
教
公
で
も
な
け

、
問
符
訂
正
誌
の
川
結

t
も
な
〈
、
ィ
入
学
会
で
も
な
い
が
ほ
に
、
宗
教
合
そ
の
日
始
判
断
に
従
ウ
て
統

制
し
た
り
、
道
8E
や
む
の
主
流
に
依
り
て
統
制
し
た
り
、
ザ
説
を
汗
州
統
制

す
る
い
1

ぐ
は
一
ー
喜
一
位
い
と
い
う
の
で
お
る
す

L
品
代
何

ヨI!治＇leiょに1",ic＇的ノ予 11.＋義

グ
ふ
ー
ん
山
相
人
へ
の

i
渉
ど
強
め
る
な
か
で
、
ー
第

段
（
り
岡
山
」
也
統
制
さ
れ
る
お
そ
れ
が
為
る
」
と
な
予
知
し
、
個
人
の
人
格
に
凶
技

関
係
す
る
文
化
的
知
怯
へ
の
税
制
が
今
絞
も
決
ー
〆
て
認
め
、
h

つ
れ
な
！
こ
一

の
と
巴
わ
れ
る
c

白
山
円
に
閃
J
1
る
説
明
で
、
市
島
が

一
段
の
向
司
」
け
つ
釘
↓
段
の
白
川
門
」

の
主
、
従
に
一
山
る
し
一
考
え
て
い
た
こ
と
乞
指
帰
し
た
c

ヤ

一

ηJH一
立

t

d

j

i

 

内
対
叶
況
の
川
口
ヨ

4ー
が
「
持

の
JHjJu惟
」
の
基
礎
に
存
有
す
る
と
い
う
。
；
、
こ
リ
内

向
付
」
川
悼
慣
に
つ
い

で、

1

第
設
の
汀
山
桃
は
文
化
的
情
悼
に
悶
ず
J

る
日
目
で
斗
め
る
か
ら
、
あ
る
い
は
第

の
白
川
円
裕
一
「
第

川
は
の
山
間
一
地
出
」

は
、
問
者
小

U
1
心
の
口
山
」
を
、

日
何
者
が

行
動
の
白
山
川
l

を
意
味
J
q
る
も
の
こ
引
解
さ
孔
る
か
も
し
れ
な
い

o
Lか
し
、

中
島
は
、

:1:,)()(11'?1日 ＇｝ 331 199 :3〔'JG'9 



"' 
第
一
段
の
山
門
庄
権
1
／
い
ふ
は
、
宗
教
干
道
管
や
一
i
問
w
j
J
は
人
心
の
内
部
の
問
題
で
ゐ
コ
て
国
家
の
統
制
の
干
の
析
か
ね
一
昨
で
あ
る
け
hd

-" 
訓 J

リ
ぽ
に
、
当
然
白
白
な
の
で
あ
る
と
仰
炉
、
い
て
は
な
、
り
ぬ
一
行
為
に
現
は
れ
た
る
明
、
人
仲
間
と
し
て
戸
市
体
主
p

併
す
る
所
に
一
刻
、
〆
て
拘
点
佼
相
化

、
ど
な
い
意
味
5
あ
る
こ
と
を
Y
5
れ
て
は
な
ら
れ
向
」
と
山
べ
、
こ
う
し
た
担
削
げ
を
明
常
に
内
定
、
〕
て
い
る
v

T

入
ル
川
的
酒
値
に
日
間
ず
る
汗

肢
の
汀
山
一
泊
教
的
行
為
の
汀
山
、
子
間
活
動
の
自
由
）
も
、
医
家

（
法
片
い
こ
に
よ
っ
て
は
制
約
古
川
山
山
げ
で
あ
る
く
い
う
ロ

日
出
権
に
閑

T
2七
の
一
般
的
説
川
を
京
桜
H

宇
「
用
に
よ
r日
明
治
憲
法
川
口
仙
寺
上
で
の
日
本
歪
民
心
白
ヨ
L

に
関
す
る
武
川
を

に
て
え
よ
う
u

ま
す
段
祝
に
、
従
来
り
つ
由
権
論
の
下
安
問
題
で
占
め
る
窓
t
H
T
L
り
権
利
汁
の
範
尽
に
持
す
る
議
論
げ
い
つ
い
て
ほ
認
一
G
J

る口

／
札
山
本
政
固
に
い
貯
と
は

l
h件心列一一口｝一
N
U
一
に
制
肌
列
記
1

解
ム
了
匂
m
哨
和
三
’
日
れ
て
来
っ
た
げ
JJ4め
沼
津
川
い
依
る
主
主
↑
日
Jる
も
の
は

Y
f
c
t

F
h
L
j
ら
れ
こ
る
も
心
い
夜
、
出
外
い
い
い
也
自
を
有
J
q
主
一
攻
多
N
U
存
戸
寸
る
も
志
J

読
む
手
記
以
外
な
る
が
は
一
K
K作
に
依
fb
を
要
せ
ず
と
し

－
九
い
ん
を
幻
一
、
、
お
し
主
コ
七
も
け
廷
で
事
4

も
の
で
あ
る
ー
扶
7

私
は
υH〈凶
h

下町、コよザパ
μ
日
当
な
る
併
釈
と
は
な
ρ
と

K
1る
J
仙の

片
品
は
、
志
伝
i
c権
利
J
V℃

と
い
阪
、
え
る
伐
山
一
の
強
い
削
除
列
挙
北
を
一
九
げ
、

例
不
列

「
目
見
」

に
利
す
る

mw附
と
し
て
の
一
片
庄

挙
誌
を
喝
、
え
て
治
二
で
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
白
庄
山
つ
い
て
包
憲
法
ト
の
権
利
何
台
め
七
c

こ
の
点
に
い
ω
い
て
可
巳
同
ば
、
手
、
波
探
ぷ
い

法
？
を
緋
品
川
4
L
C
い
た
と
い
え
る
戸
し
し
市
J
J
な
が
り
、

白
川
住
の
門
’
介
に
問
、
〆
し
は
、

i
l】
？
」

4
J
U
L吟
」

l
i
p－
J
 

札
凶
N

A

段
の
臼
古
川
北
惜

と

「

持

政

の
自
白
権
」
乞
持
ち
出
し
て
紅
白
の
議
九
伊
ケ
」
一
般
問
、
二
L

い
る
一

三
件
当
氏
は
前
一
与
の
ー
一

h
拾
え
当
ず
る
F

川斗
L

一
り
い
メ
了
月
比
は
法
律
子
L

以
て
い
て

11
ド
投
、
デ
問
、
芸
術
、
山
内
己
倍
4
r
j

の
f
l
L

川崎十九
ρ
つ
は
身
体

住
川
、
伝
書
、
川
十
刑
判
付
一
枚
り
て
何
ー
小
せ
ら
れ
に
る
人
情
を
口
町
仰
せ
り
れ
な
い
講
引
を
F
h
n
L
r
人
門
前
、
首
日
、
印
行
、
集
〈
九
、
結
村
川
住
、

お
広
石
に
ワ
ー
に
例
4
1

ら
れ
た
ス
i

行
為
の
t

刊
古
訓
h
M
1
一
、
つ
れ
な
い
格
引
を
右
」
q
之
J
1
4
A

一
川
以
内
山
治
二
円
以
の
〕
杓
一
一
を
有
ヰ
ヲ
竺
国
税
。

戦
詑
ば
誌
の
V
4
2す
い
よ
身
体
作
問
、
官
言
、
川
会
等
に
依
リ
て
例
示
せ
っ
h
ヘ
る
凹
民
の
人
絡
を
白
川
’
て

λ
円
論
、
品
円
、
印
1
、
葉
支

ん
や
十
、
凶
生
、
W
V
恒
古
一
一
三
て
例
小
「
」
ら
れ
ヒ
る
り
一
の
川
口
ド
ル
一
制
限
Jq

る
こ

hdg…
之
依
る
を
更
し
、

u本
内
川
ん
に
法
律
三
伏
h
J
Y

る
此
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生

J
Q
以
犯
抗
政
〆
一
一
三
け
ど
れ
ど
ほ
刊
か
当
）
J
J
J
F

白
市
院
に
つ
い
て
も

の
白
百
九
汁
民
）
て

段
の
円
出
様
と
1
h
μ

↓
段
mu
自
国
体
性

σコ

の
白
日
捻
が
一
行
自

ぉ

2
0と
レ
h
m

ノ
c
h
H

段
の
白
川
内
権
と
は
、
法
律
を
以
て
、
〕
て
も
、
一
万
数
、
学
問
、
H

山
市
、
活
徳
な
制
一
一
山
に
身
体
、
仕
所
、
主
丹
、
所

に
日
間
不
さ
れ
る
人
棋
H

乙
y
」河川に一」
γ

崎
、
打
者
作
、
印
行
、
打
体
7

パ
訳
、
結
社
、
け
任
、
移
恥
等
に

mJ引
さ
れ
る
ノ
「
為
を
侵
犯
さ
れ
山
い
時
ー

引
を
す
思
味
ず
る
干
J

は
の
こ
の
「
性
的

の
f
r張
は
、
宗
教
、
学
問
、

定
徳
川
す
を
司
討
に
人
以
ん
の
権
利
を
制
約
ヲ

の
円
Z罰
法
い

て
パ
に
当
時
り
法
制
の
実
態
を
？
に
八
い
に

の
で
t
の
つ
た

十

2
1
第
二
段
心
主
山
徒
一
は
、
中
J

人本が
i4h，
の
戟
殺
な
遂
行

一ロヲ
h
u

に
ル
め
～
～
つ
に
、
刊

L
I

氏
の
人
情
お
よ
び
七
為
が
L
q
J

ペ
f
L

ご
れ
か
一
F
U
G

一
法
律
に
伎
ら
ざ
l

れ
ば
侵
犯
さ
孔
な
い
権
列
」
／
意
味

TGn

1
1
、

E
J
 
山T
H局
ば
川
河
川
い
似
た
ヨ
山
r恰
に
つ
い
て
円
一
般
的
託
切
を
町
出
忠
法
制
川
釈
に
お
川
て
も
路
謀
し
一
に
お
り
、

山三
2

る
に
人
民
の
怪
列

が
前
酒
家
抗

唯
山
格
｝
で
右
ず
る
も
の
で
丸
山
る
と
レ
う
一
一
と
を
町
治
官
民
法
解
釈
前
の
中
で
、
土
張
し
た
と
い
え
る
ー
に
ろ
う
じ

？
一
然
情
的
）

以
下
仁

ιよ
う
に
、
中
心
は
、
保
め
て
！
一
由
、
義
的
注
釈
治
守
川
い
法
併
釈
ヘ
附
士
展
開
忙
し
た
の
で
忘
る
店
、
同
一
仁
、
れ
は
討
会
J

の
窓
法
解
釈
へ
耐
に

多
ト
人
三
影
響
一
ピ
及
川
U
L
－
－
，
丈
浪
部
古
も
詔
～
え
る
も
の
で
み
ご
た
コ
こ
う
し
た
町
者
に
見
ら
計
る
追
い

に
じ
由
権
首
に
回
し

と
れ
主
立
の
議
論
宇
品
一
じ
て
も
別
、
り
か
な
k
う
に
、
判
家
と
人
更
の
悶
保
理
併
に
片
山
本
す
る
つ

ヨI!治＇leiょに1",ic＇的ノ予 11.＋義

人
民
吉
正
副
の
容
体
ι

る
口
良
ド
代
え
て
、
口
律
的
「
国
民
」
と
し
て
宝
田
町
、
江
上
で
剥
す
九
二
定
戸
川
し
す
る
」
と
左
目
指
し
た
美
濃
部

の
想
論
体
系
の
お
心
に
は
吟
に
「
凶
門
家
い
か
祈
弘
之
、
ア
れ
て
い
た
戸
「
同
封
」
は
国
家
の
構
成
要
素
と
、
d

て
品
川
じ
、
い
ノ
れ
た
の
で
あ
り
、
を

の
玄
味
で
美
濃
部
は
紛
れ
も
な
く
同
友
l
義
者
で
あ
っ
た
c

受
ず
る
い
、
人
民
は
巨
民
で
は
な
く
川
氏
で
あ
J
3

て
、
同
友
か

上いJ
獄
之
，
り
し
た
人
民
幻
山
作
性
は
？
札
L
「品川
γ
’
や
己
れ
て
お
ら
ず
、
人
民
は
常
に
「
凶
門
家
7

一
作
有
」
と
し
こ
の
み
攻
解
さ
れ
た
の
と
あ
る
υ

に
、
了
、
渡
部
の
日
山
権
論
を
戦
前
…
に
お
け
る
最
も
援
、
れ
三
人
権
識
で
あ
っ
七
、
ニ
応
可
ず
の
ご
あ
れ
ば
、
そ
ご
で
目
提
L
Z
Pれ

る
人
向
後
は
、
川
本
一
出
i

憲
法
心
一
で
け
そ
れ
と
は
い
人
き
く
異
な
っ
て
い
ん
よ
、
言
わ
さ
る
を
え
な
っ

（主
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"' 
Jν
ヤ

｝

ャ

l
J

〆

ふ
イ
守
ハ
マ
f

マ
吋
キ
i
ヴ

y
i
つ
の
政
治
的
多

仁
々
の
け
白
川
h

、
イ
マ
一
り
ネ
ソ
ク
J
M

込山け心
I
h
－－
h
l
一
ー
イ
y
同
家
学
二
学
び
つ
つ
、

ア
主
主
託
生
通
じ
て
体
得
し
た
イ
ギ
リ
ス
向
司
、
義
主
自
身
の
窓
法
論
の
持
続
に
耐
え
て
い
た
c

凹
家
主
人
民
の
人
格
定
成
の
ア
段
的
存

-" 
訓 J

一
什
た
る
wv

れ
自
体
が
泣
徳
的
細
川
相
わ
ず
い
ム
制
す
る
よ
一
の
で
は
な
い
と
、
J

て
絶
対
払
ぜ
「
、
闘
に
ア
一
ン
寸
一
ー
ン
一

yf
の
一
っ
と
、
亡
し

L
か
評

師
、
な
い
引
合
同
は
、
少
な
く
こ
弘

戸
わ
し
本
憲
法
論
」

の
時
点
仁
は
美
波
部
の
よ
う
な
凶
京
エ
義
ι白
羽
」
は
な
か
っ
た
ハ
憲
法
論
は
同
家
で

は
な
く
個
人
を
戸
山
に
掛
川
川
山
祝
さ
れ
た
υ

ロ
ヨ
持
論
に
お
け
令
「
法
律
を
以
て
も
伝
犯
f
h

可
花
江
、
和
臼
（
私
的
株
利
心
開
札
隔
は
J
l

烏
志
去

？
の
本
質
な
ま
さ
げ
い
予
す
も
の
て
あ
円
た
u

第
四
約

fEu出ゐ相のか丸一日

個
人
の
人
絡
完
成
を
憲
法
論
の
円
り
引
に
杭
え
る
中
い
れ
は
、

一
（
り
権
利
を
本
4
4
U
注
に
よ
っ
て
も
川
約
不
司
能
な
前
事
家
出
世
絡

一
ゲ
↓
有
ず
る
も
の
す
L

昭
一
ず
る
白
山
、
五
読
む
定
法
品
目
ゼ
民
間
社
L
h
i
c

、
差
〈
渋
都
市
一
同
法
p
γ
h
V
廿
府
践
に
し
去
が
ら
も
、
そ
れ
を
乏
か

ι担
え

る
店
出
住
人
吊
お
よ
び
人
見
店
内
解
乞
明
治
必
三
以
前
川
、
つ
に
民
間
L
た
と
い
う
点
て
、
こ
れ
ま
で
ふ
め
ま
旬
、
辻
同
大
れ
て
こ
な
か
っ
と
が
戦
前

の
志
k
j子
史
を
論
じ
る
己
決
し
て
見
逃
才
、
一
と
の
で
き
な
い
ι利
点
一
て
め
る
と
民
わ
れ
る

そ
れ
で
は
、
勺
時
中

ωり
志
法
学
説
は
ど
の
上
う
山
詳
制
さ
れ
て
い
ん
一
の
で
為
ろ
う
か

国
体
別
駁
説
勤
時

7ノ
、
報
省
が
作
成
し
た

身
上
嗣
戸
ベ
ロ
川
一
山
の
悶
亙
学
院
人

f
－
島
主
t

の
刑
判
い
は
以

F
の
よ
う
な
記
述
mr
あ

守

京
人
八
、
向
、

i

円
引
法
文
学
部
一
片
ン
対
人
～
ー
法
…
…
川
一
品
均
点
者
七
ザ
ル
己
H
川j

川
夕
げ
I

木
告
ハ
恋
人
ノ
憲
法
学
記
号
制
J
A
r
J

ん
ゆ
結
弘
一
八
円
ハ
乙

H
犬山
J

当
M
7相
川
町
九

J

阪
問
説
マ
一
侃
4

1

h

f

H

ァ
r
i
T

校
本
間
f

想
マ
以
メ
サ
ル
限
リ
州
、
山
町
三
テ
機
関
ノ
話
hv
＝1
Eケ
iT他
煎
催
7
M臼
力

ガ

如
p
i
J
A
m
z
ノ
寸
可
ズ
ト
一
主
フ
手
正
ン
｝
）
如
何
ナ
ル
講
義
口
ノ
↑
シ
リ
げ
ハ
ル
ヤ
中
ム
ペ
二
一
司
人
い
ス
ベ
子
コ
ト
又
告
書
敗
北

λι
ミ
ノ
均
一
人
口
ノ
ム
T

ノ
段
砿
ヨ

j
壱
ク
宇
ハ
必
似
一
ナ
ハ
ー
ザ
パ
ワ
持
ベ
己
主
〈
リ
y
i
y
q
当
日
ハ
J
J
J
夜
一
ノ
一
司
氏
ン
古
処
ス
べ
九
日
答
r

ゥ
リ
尚
宇
人
J

4
当
〔
木
孝
一
日
立
州
一
ブ
つ

ヘ
元
的
一
絶
版
セ
リ
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に
え
部
有
は
諸
表
生
一
リ
マ
、
機
関
説

JE況
か
な
い
こ
と
、
「
ヨ
不
法
以
論
」

の
ム
円
発
的
沿
い
版
ー
ピ
要
求
、

IF－
－
｝
出
心
わ
れ
る
け
戸
、
そ
の
仁
と
な
？
ぶ

－M
状
本
間
U

桐
主
〆
改
メ
ザ
ル
限
リ
ノ
深
志
味
」
と
し
て
、
一
目
？
叶
桜
前
主
人
4
h）
山
鳥
の
口
市
王
手
ヘ
的
士
山
法
論
全
体
す
厳
し
く
料
仰
、
了
ぺ
の
で
あ

{o 

ま
た
、

円
山
法
論
を
た
む
い
い
内
の
法
巴
相
u
b
一
体
寸
法
悦
づ
け
る
政
治
的
事
ノ
一
元

批
判
ピ
耐
み
さ
れ
た
の
は
ヨ
法
的
だ
け
で
は
な
か
コ
た
）

土
中
花
も
一
九
一
ぷ
年
代
後
巾
以
降
に
は
当
同
d

り
民
約
の
対
象
、
ニ
仕
っ
ぺ
の
で
あ
る
勺
マ
こ
の
年
訂
は
、
政
治
的
多
一
光
十
字
下
山
方
タ
一
六
的
向

宇
土
斗
一
一
）
日
小
、
同
家
を
他
の
部
付
什
ム
ゼ
」
刊
一
列
に
若
い
て
同
家
の
絶
対
性
を
否
心
す
る
た
め
に
、
伝
統
的
な
同
家
尊
亘
の
念
を
傷
つ
日
、

お
け
匂
7

山川氏
ET
】
恕
に
有
L
い
一
…
い
を
ワ
え
る
と
考
え
ら
れ
た
コ
パ
の
で
あ
る
n

L
が
し
、
む
［
戸
凡
で
は
、
い
ご
つ
い
っ
た
帰
圧
を
加
え
ら
孔
る
円
十
削
か
ム
ー
一
円
卒
中
広
法
論
い
や
不
さ
れ
4
7
、
初
期
叫
円
以
相
い
は
中
島
日
去
一
の

手
に
ー
亡
と
変
質
六
じ
ら
れ
て
い

元
米
中
患
は
、
口
出
山
師
セ
あ
る
け
川
町
作
造
の
影
響
を
そ
け
社
会
問
題
に
対
し
て

非
出
に
お
ふ
子
む
を
持
ハ
て
い
た
が
、
大
正
1

木
町
ー
か
ら
刊
川
和
前
期
に
か
日
て
の
加
点
一

や
賀
川
告
ら
ゆ
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
、
結
制
約

へJ
一
ぜ
を
投
じ
て
レ
っ
七
の
で
あ
る
（
同
吋
に

官
官
へ
の
以
前
に
の
み
日
土
問
、

U
G既
存
の
技
会
や
」
戸
y
J

に
対

巾
患
は

す
る
羽
刊
で
読
め
、

平
が
て
設
等
は
｛
に
ス
心
福
寺
に
依
り
！
仰
の
臼
一
に
日
以
わ
し
さ
人
格
を
辿
h
J
司
寸
つ
い
初
心
凶
む
店
内
想
に
背
反
す

る
引
の
性
会
組
織
は
此
び
制
皮
の
ね
本
的
，
qJ牛
乞
川
内
り
以
っ
と
新
し
さ
共
同
社
会
の
法
裁
乞
期
す

唱
和
斗
作
九
什
月
の
社
会
的
基
抗
日

ヨI!治＇leiょに1",ic＇的ノ予 11.＋義

教
関
山
州
出
版
綱
領
）
と
い
う
独
自
の
J

札
会
其
督
教
信
仰
乞
形
成
し
、
そ
れ
は
応
思
想
に
包
正
よ
パ
な
影
響
を
及
ぼ
し
七
c

とん
A

設
八
一
背
教
一
恒
仰
の
ト
で
、

で
ん
仙
川
一
パ
は
の
杭
ポ
ピ
統
一
と
調
和
に
丸
山
山
、
υ
、
唯
物
人
前
を
ん
酒
的
に
斥
け
る
よ
》
ノ
に
な
っ
た
川
島
の

「
リ
ぶ
咋
［
］
法
論
」
三
日
山
i

つ
れ
た
山
以
貨
の
例
人
yA
作
、
去
筑
間
放
怖
さ
れ
る
お
で
、
結
合
述
喝
の
合
一
体
工
設
が
的
制
附

さ
れ
る
一
戸
で
一
ノ
に
司
っ
た
の
で
あ
り
、
そ

L
て
こ
の
全
体
サ
茶
は
や
が
て
超
日
家
？
義
ヘ
幻
副
和
力
を
強
め
こ
い
コ
た
と
い
ト
J

さ
ら
に

後
期
法
県
相
品
で
目
、

中
古
用
心
憲
法
子
人
市
Yp

－
－
支
え
に
政
，
片
山
的
多
一
だ

t
，認の
k
i
で
の
国
家
，
一
M
J主
変
貌
を
、
夕
げ
た
例
え
ば
、

日
和
二
八
年
の

凶
弦
原
市
匹

皇
室
を
山
T

心
？
ぐ
す
る
全
体
社
人
お
の
お
に
、

＂ぇ＂♀ 「ヒ
コァ

~iJ 
主ノ

ィ弓
~ 

げf
J) 

均i
＂♀ 「ヒ
.c,;, 口：J
Y、

イ本
で

あ
るよGと
' :J: 
' 

日
本
山
本
は
ギ
ヘ
ヰ
統
的
の
に
、
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"' 
し
と
ア
ソ
シ
エ
I
I
I

－
シ
プ
／
と
い
と
の
凹
家
は
全
体
共
同
在
会
心
斤
心
円
拐
、
え
ら
れ
h

皇
官
口
一
八
バ
畏
な
円
梓
す
J
い
う
か
つ
て
中
島
が
い
同

民
的
に
斥
H
た
ぶ
人
公
一
制
イ
デ
万
U
ギ
ー
に
み
門
れ
L
l
h

も
の
に
な
っ
て
し
ま
コ
た
の
ご
あ
る
r

-" 
訓 J

ル
U
J
A
ノ
び
に
？
ド
ム
ん
て

ド
ム
知
己
は
、
廿
人
投
部
注

VF
）川
J
4向
4

亙
の
明
治
憲
法
門
川
ゐ
同
採
択
請
を
一
日
一
比
て
き
た
ο
そ
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
憲
法
ト
の

権
利
心
範
匠
拡
大
が
川
円
、
つ
札
て
い
に
こ
こ
（
第
一
斉
）
、
お
（
ひ
憲
法
ト
心
r
吐
訓
刊
の
一
部
を
1

川
氏
竹
中
一
以
て

L
て
も
』
侵
犯
不
可
能
な

も
の
と
J
i
G
A
一
請
が
唱
え
ら
孔
て
い
た
こ
」
へ
第
書
）
で
あ
つ
に
。
と
り
わ
け
後
詰
は
、
又
県
別
tr人
削
乙
本
質
的
に
才
后
す
る
お
ふ

れ
が
為
る
た
め
、
較
的
心
人
議
論
で
は
存
在
し
な
い
こ
考
え
ら
れ
て
き
乙
的
戸
米
川
町
議
符
ペ
ヨ
止
川
市
川
）
を
憲
法
解
釈
仁
主
認
す
る
も
の

で
忠
句
、
そ
の
点
で
こ
、
れ
ま
で
の
研
究
史
一
一
の
注
射
門
を

a
rに
す
る
も
の
で
丸
山
る
と
市
川
い
わ
れ
る
〈

加
え
C
本
市
℃
は
、
憲
法
制
定
当
利
に
見
ら
れ
た
同
家
に
花
村

rdに
服
従
す
る

G
1
E長一

と
十
い
二
つ
ノ
逝
併
に
汁
し
ご
元
浪
部
が
唱
え
た

店
作
的
一
目
見
（
第

に
F
一
し
亡
中
島
が
支
持
し
た
店
伴
川
町

豆
、
さ
ら
に
は
こ
の
山
伴
一
凶
尺

個
人
」

草
）
と
い
う

段
階
に
わ
た
る
人
「
六
献
の
支
化
に
つ
い
て
も
一
門
反
し
た
「

の
重
大
な
攻
素
て
あ
る
人
民
理
wm
に
一
」
の
上
う
な
支
還
が
日
九
一
れ

る
こ
と
か
ら
、
明
治
冨
ー
法
ぷ
刻
々
と
変
化
す
る
引
会
政
指
的
構
法
に
併
せ
て
梯
々
伝
イ
メ

i
y
を
も
っ
ν

よ
…
凡
え
ら
れ
て
い
に
よ
う
で
あ

ゐ

明
治
eu決
そ
の
も
の
は
戦
前
に
お
い
て
改
革
δ
れ
る
一
」
に
は
ん
d

か
ワ
た
が

干
の
阿
午
も
「
恋
法
」
に
ペ
ザ
J

て
認
誌
は
大
き
く
殺

て
い
っ
た
の
で
あ
る
に

以
l
本
稿
芝
山
叶
J

か
に
1

v

た
白
山
山
佐
川
崎
の
八
円
九
日
山
お
台
、
之
、
の
同
庁
後
に
存
在
す
る
人
司
殺
の
公
選
は
、

日
本
同
パ
青
山
ト
仏
と
の
関
係
刊
を
八
日

め
、
間
叫
p

リ
旧
本
法
に
対
」
i
o従
来
の
イ
メ
7

ジ
を
川
什
号
す
る
き
っ
か
け
r
一
主
る
素
材
い
の
一
つ
を
枕
供

T
る
去
の
で
は
な
い
か
こ
出
？
わ
れ
る

と
は
い
え
、
本
稿
で
明
ら
か
に

L
た
戦
前
の
つ
由
権
論
d

め
る
い
は
そ
の
背
科
医
に
存
在
「
｝
白
人
民
述
鮮
が
、

け
本
軍
憲
法
の
引
定
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や
門
て
の
ぬ
の
決
ヘ
ー
一
町
一
人
権
限
釈
に
い

り

γnd

あ
る
い
は
い

7
凡
な

h
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
百
及
ナ
る
こ
と
は
で

会」
h
句
、
巾
ω

ワム～

」の
t

に
つ
い
て
は
今
仇
恨
の
認
川
西
に
、
ど
ん
い
一

ヨI!治＇leiょに1",ic＇的ノ予 11.＋義

（I
J

院
に
お
け
る
人
間
像
幻
廷
判
γ

に
同
）
て
は
、

F
3
2
河
主
一
一
日
行
y
～
ー
せ
い
や
E
〉
ミ
旬
、
よ
と
と
ミ
ト
主
2
hミ
ト
号
、
Ezvwト
7
2
h

p
h
E
N
R
M
L
Fミ
h
4
2
R
へ］（

Z
4
C
2
3
3
Nご
〔
桑

H
一
応
常
持
巴
允
ぷ
土
、
に
お
け
る
人
引
」
川
出
足
「

γ川
町
制
「
法
に
お

T
G人

間

J
7
7

ト
ブ
ル
フ
ゅ
f
作
集
明
ム
幸
一
（
官
、
尽
丈
一
子
μ

販
会
、
一
ー
ん
と
一
ヶ
J

一
口
い
わ
て
一
が
門
M
T
的
ー
正
却
で
た
ら

A
f土
川
引
乃
は
、
門
部

ト
ハ
喜
日
か
桐

7
ヘ
む
波
諸
肌
悲
ぃ
仇
一
仏
リ
ベ
十
第
在
、
町
｛
岩
波
屯
「
寸
一
、
ん
八
合
）

d
J
U
円
前
文
が
あ
る
ム
刀
、
半
信
乙
特
に
日
係
j

G
の
は
、

手
品
享
公
ト
は
に
お
げ
る
人
向
」
一
七
九

μ
以
〆
で
あ
る
）

古
法
律
の
白
山
内
、
ー
で
は
よ
誌
作
に
い
γノ
ミ
一
三
7
札
は
iu
か
な
る
協
和
ユ
リ
牝
ー
も
り
棋
で
あ
J
J
P

と
い
う
む
か

J
－
止
斗
心
拘
外
小
山
研
究
主
一

1
T
5
2
2一
一
作
者
｝
昨
句
作
ず
な
］
〈
テ
ニ

Y
】

E
C戸一）
m
Y己
主
守
ミ
号
、

hhN、戸子一句、～

E
3
3～
ミ
ミ
ミ
－
〉
ミ
ミ
ミ
日
叫

4
5
2ミ
2
5
5ミ
hduHゐ
比
心
ど
ち
る

へ〔
L
E
2
5
3
F
E
E
V』
h
o－2
烏門戸、
vh凶
器
同
）
叩
｝
て
川
山
花
訳
ば
J

式
出
活
「
副

γ

八
ハ
＋
神
品
ι川
、
つ
記
、
↓
ム
正
成
＼

h
i

ド

hw
一
つ
の
も
法
八
八
九

一
宍
（
ノ
川
と

λ

～
告
山
辻
、
こ
じ
ー
了
二
一
一
一
一
互
い
で
U
H
A
与
れ
る
叩
究
上
で
性
化
3

ピ
川
併
子
一
岳
会
志
、
？
吋
力
以
法
岳
告
は
必
ず
引

1

J

も
ざ
〉
は
ω与
え
：
L
な
か
っ
～
～
c

別
↑
／
は
、
別
2

…口？に？と
J

i

八
ト
引
に
か
け
て
」
店
附
〆
～
寸
志
I
u式
山
と
山
下
山
学
昔
亡
あ
る
山
村
光
明
ば
、

N

U

%

の
工
よ
ノ
」
一
訓
じ
て
い
る
ん
孔
か
二
法
心
深
州
で
f

る
じ
い
！
一
権
同
八
一
駅
人
権
の
観
念
に
立
パ
J

v

h

も
の
F
な
い
、
市
出
足
に
ま
叉
比
一
関
係
シ
一
令
山

ず
る
七
一
肘
寸
ム
ゲ
一
手
け
日
、
議
会
史
高
校
三
J
A恒
三
法
律
て
な
灯
れ
ば
規
定
古
川
宗
旨
ρ
こ
ど
に
し
た
の
乙
あ
る
、
、
c
れ
J
M川
市
偉
に
依
る
い
、
り
は
舵
何
削
一

様
に
J
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